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　ちきゅうを、ドンドン！ふんづけろ！ドンドン！と、歌

いながら部屋いっぱいに子どもたちが踊っています。

　不忘子どもの国は、不忘研修tzンターを会場に5～9月

の間の農繁期に毎週木・日曜日に開かれる季節保育所で、

今年で16年目を迎えました。0歳児から来春小学校に入学

する6歳児までの子どもたち9人を、保母役の4人のお母さ

んが交代で面倒をみています・月に一度は市の保育園から

保母さんが応援に来てくれます。

　「みんなといっしょに体操したり、鬼こっこをしたり、

ブランコやすべり台で遊ぶの、おもしろいよ。」と子どもた

ち。「年齢に幅があるので飽きさせないで遊ばせるのが大変、

幼児向けの番組など見ながら勉強しています。無理せず助

け合って続けてきました。」とはお母さん方の声。

　子ともの数が減ってきている不忘地区ですが、この保育

所はなくてはならない存在になっています。



きずな結んで10周年
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昭
和
充
十
八
年
十
月
二
十
六
日
、
北

海
道
の
登
別
市
と
結
ん
だ
姉
妹
都
市
提

携
が
今
年
で
十
周
年
を
迎
え
、
八
月
二

十
一
日
、
登
別
市
民
会
館
で
姉
妹
都
市

提
携
十
周
年
記
念
祝
賀
会
が
盛
大
に
開

か
れ
ま
し
た
．

　
祝
賀
会
に
は
、
白
石
市
か
ら
川
井
市

長
、
高
橋
市
議
会
議
長
ほ
か
登
別
訪
問

団
約
五
十
人
が
出
席
。
登
別
市
か
ら
は

上
野
晃
市
長
を
は
じ
め
登
別
市
民
約
三

百
五
十
入
が
出
席
し
ま
し
た
、

　
ま
ず
上
野
市
長
が
「
十
周
年
を
迎
え

こ
れ
ま
で
の
実
績
を
基
礎
に
、
更
な
る

発
展
に
逼
進
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

そ
れ
に
応
え
て
川
井
市
長
は
、
「
地
方
の

小
都
市
は
行
政
的
に
も
経
済
的
に
も
、

社
会
的
に
も
問
題
は
山
積
し
て
い
る
。

こ
れ
を
打
開
す
る
た
め
に
、
両
市
が
更

に
一
層
交
流
を
重
ね
、
繁
栄
の
道
を
歩

み
ま
し
ょ
う
」
と
息
の
長
い
交
流
を
約

束
し
ま
し
た
。、

、
／

　　　　上野登別市長
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十
周
年
を
記
念
し
て
川
井
市
長
と
高

橋
議
長
か
ら
登
別
市
と
同
議
会
に
記
念

の
こ
け
し
を
贈
り
、
白
石
市
の
直
派
若

柳
流
宝
梅
会
会
主
、
若
柳
宝
梅
さ
ん
ら

五
人
が
、
祝
い
の
席
に
ふ
さ
わ
し
い
長

唄
「
伊
達
政
宗
」
や
「
さ
ん
さ
時
雨
」

を
披
露
し
ま
し
た
。

　
鏡
割
り
の
あ
と
祝
宴
に
入
リ
、
登
別

市
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
の
み
な
さ
ん

に
よ
る
手
作
り
の
ほ
っ
き
貝
入
り
お
に

ぎ
り
や
い
な
り
ず
し
な
ど
、
登
別
の
海

産
物
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
料
理
が
ズ

ラ
リ
。
屋
台
で
は
ラ
ー
メ
ン
や
う
ー
め

ん
も
出
さ
れ
、
各
テ
ー
ブ
ル
で
は
登
別

市
の
み
な
さ
ん
と
の
会
話
が
は
ず
み
、

和
や
か
な
交
流
の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、
「
北
海
自
衛
太

鼓
」
が
豪
快
な
バ
チ
さ
ば
き
を
披
露
。

最
後
は
、
十
一
月
十
二
日
に
白
石
市
で

開
く
記
念
祝
賀
会
で
の
再
会
を
約
束
し

て
、
祝
賀
会
を
終
え
ま
し
た
。
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セーノ／清酒蔵王で鏡割り

　登別・白石姉蘇都市提携1G周年記魚
　ノ親　　 賀　 ，盒

川井市長、高橋議長が登別市にこけしを贈呈
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集めたこけしか

　　　　8口0本

　内藤　繁さん

（登別市教育委員会事務局〕

婦人団体のみなさんが朝早く

隅

一
り
・

抽
寮

／

　
「
昭
和
51
年
、
私
が
結
婚

す
る
と
き
の
お
祝
い
に
、

知
人
か
ら
温
湯
系
の
こ
け

し
を
い
た
だ
い
た
の
か
、

こ
け
し
を
収
集
す
る
よ
、
つ

に
な
っ
た
き
っ
か
け
で
す

　
伝
統
こ
け
し
が
好
き
で
、

八
百
本
ぐ
ら
い
集
め
ま
し

た
。
伝
統
こ
け
し
に
は
飾

ら
な
い
職
人
の
魂
が
込
め

ら
れ
て
い
る
気
が
し
ま
す
、

嚢

白石市から宝梅会5名が華麗な日本舞踊を披露しました

■臨羅　　　臨駅
刈田神社祭典に合わせて白石物産展も開催され、白石の昧に舌鼓
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姉
妹
都
市
締
結
の
時
に
観
光
課
に
勤

務
し
て
い
た
関
係
も
あ
り
、
白
石
市
に
は

五
回
位
行
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
特

に
、
こ
け
し
工
人
の
国
分
栄
一
さ
ん
と

は
、
息
子
さ
ん
の
お
嫁
さ
ん
が
私
の
家

の
近
く
か
ら
嫁
い
で
い
っ
た
関
係
か
ら

呪
懇
に
し
て
い
た
だ
い
て
ま
す
。
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白
石
市
は
、
登
別
に
は
な
い
占
い
歴

史
が
あ
ち
こ
ち
に
見
ら
れ
、
心
が
な
ご

み
ま
す
。
今
度
白
石
城
が
復
元
さ
れ
る

と
聞
い
て
、
完
成
が
今
か
ら
楽
し
み
で

す
。
そ
の
時
は
ま
た
白
石
に
行
こ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
己

左から日野さん、宮武さん、稲葉さん酊
’’

＾
輿

東

　　　　　　　　7

　　　　　　鑓

　　　　　屡

』臨
臨
懸
轟
欝
騰

　
“
、

　
ノ

　
《

　
、
♪

白石市との

関わりを

大切に残したい

日野　安信さん

宮武　紳一さん

稲葉　一郎さん

　　（登別郷土文化研究会

　
「
開
拓
魂
は
こ
の
本
の
刊
行
を
終
え

て
結
末
を
迎
え
た
と
思
っ
て
い
ま
す
」

と
語
る
日
野
安
信
さ
ん
。
姉
妹
都
市
提

携
十
周
年
記
念
と
し
て
「
ぷ
や
ら
十
二

号
」
に
掲
載
し
た
「
片
倉
家
北
海
道
移

住
開
拓
顛
末
」
の
こ
と
で
あ
る
．

　
日
野
さ
ん
は
、
北
海
道
開
拓
に
お
も

　
　
　
　
　
　
　
　
あ
い
き

む
い
た
片
倉
家
臣
・
日
野
愛
悪
翁
の
子

孫
。
愛
喜
心
翁
が
残
し
た
こ
の
古
文
書
は
、

開
拓
の
苦
労
や
目
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る

明
治
政
府
の
政
策
な
ど
が
克
明
に
記
さ

れ
て
い
る
。

　
そ
し
て
発
行
に
か
か
わ
っ
た
宮
武
紳

一
さ
ん
、
稲
葉
一
郎
さ
ん
は
、
　
「
姉
妹

都
市
締
結
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
が
こ
の
顛

末
記
。
白
石
、
登
別
の
歴
史
の
空
白
部

分
に
光
を
あ
て
た
」
と
満
足
す
る
。

　
地
道
な
研
究
は
辛
い
。
し
か
し
完
成

し
た
喜
び
は
何
に
も
替
え
が
た
い
と
三

人
の
顔
は
物
語
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
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江戸時代の世界を

　　　そのままに再現
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芸能師範として千葉真一、

中山昭二の両氏が演出指導

をしているので、どのイベ

ント館も迫力満点。中でも

人気なのが床やfム壇に仕掛

けられたカラクリをフルに

幅

灘、ユ配　σ遡

諄

使って、忍者ショーを上演している忍者かすみ屋敷と、

火薬などを使用した大仕掛けの忍者砦。

この他にもけんらん豪華な花魁絵巻か見ごたえがあ

る仙台遊廊もみ屋、伊達家の盛衰をパノラマで紹介し

ている片倉小十郎屋敷など、時代劇を楽しみながら歴

史も勉強できてしまうので、楽しさは2倍にふくらみ

ます。

蕎■”国　開　曼開

中国二干年の伝統と

　　　心なごむ庭園

織 z
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　　四季折々の花が咲き、巨大な岩づたいに水が流れ、

　眼下には太平洋が広がる景観を一望できる天華園。中

　国清朝宮廷の山岳別荘をモデルにして作り、巨岩を組

　み上げた滝や断崖などは、本場中国でも見られないス

　ケールです。

　　この他にも自雨亭・大湖石、高さ40mの五重の塔な

　ど魅力いっぱいの二十八景もあります。

　　また東京赤坂離宮の総料理長であi）、グルメマンガ

　「美味しんぼ」でも登場する中国料理の第一人者周富

　徳さんが料理を監修する大観桜酒家の本格広東料理か

　満喫できるのも魅力の一つです。
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3つのテーマパークで

登別の魅力がアップ／

蝿

ロマンあふれる北欧のムードと

ファンタジックな海の世界
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　北欧の歴史と文化、そしてファンタジ・ソクに体験で

　きる登別マリンパークニクス。そのシンボルがデンマ

　ーク・オーデンセ市の郊外に実在するイーエスコー城

　をモデルにしたメイン館ニクス城です。

蔭
・　城内に入ると、エイなどが泳ぐ大水槽の中をくぐり

　　　　　　　　　　　　　　　護　　　　　　　　　　　　　　　P　ぬけるアクアトンネルが、神秘な海の世界へと導いて
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鬼
と
温
泉
は
登
別
市
の
シ
ン
秀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
福
は
内
、
鬼
は
外
」
。
毎
年
節
分

　
　
　
　
　
　
　
　
に
は
全
国
ど
こ
で
も
こ
う
言
っ
て
鬼
を

　
　
　
　
が
　
　
払
い
ま
す
。
で
も
こ
こ
登
別
で
は
、
「
福

　
　
　
　
頒
　
は
内
、
福
は
内
」
と
豆
が
ま
か
れ
、
「
鬼

　
　
　
　
王
　
　
は
外
」
は
声
に
し
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
大

　
　
　
　
　
マ
る
　
　
な
ぜ
っ
て
？
そ
れ
は
登
別
の
鬼
は
す

　
　
　
　
　
ン
す

　
　
　
　
　
エ
も
　
べ
て
善
良
な
鬼
で
、
温
泉
の
繁
栄
を
約

　
　
　
　
　
の
り

　
　
　
　
車
t
　
束
し
て
く
れ
る
「
守
り
神
」
だ
か
ら
で

鬼
、
青
鬼
が
地
獄
谷
の
エ
ン
マ
大
王
の

親
善
大
使
と
な
っ
て
、
人
間
界
に
や
っ

て
く
る
。
そ
し
て
飲
め
や
歌
え
や
の
あ

げ
く
、
末
永
い
温
泉
街
の
繁
栄
を
祈
っ

て
消
え
て
ゆ
く
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
．
．

　
以
来
三
十
年
、
「
登
別
地
獄
ま
つ
り
」

は
踊
り
に
夢
中
に
な
る
観
光
客
で
ご
っ

た
が
え
し
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
市
民
の
努
力
の
結
果
、
登
別

温
泉
は
年
間
四
百
万
人
も
の
観
光
客
が

訪
れ
る
名
湯
と
し
て
有
名
で
す
。
何
し

ろ
一
日
一
万
ト
ン
を
こ
え
る
湯
量
に
加

え
て
、
十
一
種
類
も
の
違
っ
た
温
泉
が

湧
い
て
い
る
と
い
う
温
泉
の
宝
庫
。
ゆ

っ
く
り
、
ゆ
っ
た
り
く
つ
ろ
げ
ば
、
登
別

の
良
さ
が
体
ご
と
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

■

姉妹都市登別市は、千歳空港から約1時間で

着いてしまいます。ちょうど、仙台空港から白

石までの時間と同じ。さて、その登別市の見ど

ころを一気に紹介します。

い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
海
の
幸
も
新
鮮
で
豊
富

岬
る
湯
煙
。
恐
ろ
し
い
ほ
ど
の
迫
力
　
　
　
盆
地
に
住
む
私
た
ち
に
と
っ
て
、
海

四
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
一
種
の
あ
こ
が
れ
．
鷲
別
．
富
浦
．

・
の
ほ
か
ク
ッ
タ
ラ
湖
、
カ
ル
ル
ス
　
　
登
別
の
三
漁
港
を
も
つ
登
別
市
は
、
毛

仙
な
ど
、
支
笏
洞
爺
国
立
公
園
の
大
　
　
が
に
を
は
じ
め
、
ぼ
た
ん
え
び
、
ほ
っ

崩
が
満
喫
で
き
、
観
光
客
に
人
気
が
　
　
き
貝
、
ウ
ニ
、
さ
け
な
ど
新
鮮
な
海
の

あ
も
う
な
ず
け
ま
す
。
　
　
　
　
　
幸
が
豊
か
で
す
。
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観
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三
つ
の
テ
ー
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∫
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傭

姻
易
嘱
駕
㌘
．
鞍
蕊
ゼ
．
舗

毅
酬
難
麓
墾
襲
藍
阪
．
謙

イ
ン
の
登
別
マ
リ
ン
パ
ー
ク
ニ
ク
ス
や
、

伊
達
藩
三
百
年
の
歴
史
を
テ
ー
マ
に
江
　
○
登
別
市
の
概
要

戸
時
代
の
町
並
み
を
再
現
す
る
登
別
伊
　
　
人
　
　
口
　
約
五
万
七
千
人

達
時
代
村
。
さ
ら
に
登
別
中
国
庭
園
天
　
　
面
　
　
積
　
二
】
二
、
］
一
㎞

華
園
な
ど
が
、
私
た
ち
を
日
常
の
生
活
　
市
の
花
キ
ク

か
ら
別
の
世
界
に
つ
れ
て
い
っ
て
く
れ
　
市
の
木
プ
ラ
タ
ナ
ス

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
の
花
木
　
ツ
ツ
ジ

周
囲
も
見
ど
こ
ろ
い
っ
ぱ
い

　
そ
し
て
温
泉
の
す
ぐ
近
く
に
は
、
東
　
　
上
が
る
湯
煙
。
恐
ろ
し
い
ほ
ど
の
迫
力

洋
一
の
ヒ
グ
マ
の
牧
場
「
ク
マ
牧
場
」
　
　
が
あ
り
ま
す
。

が
あ
り
、
　
「
ち
ょ
う
だ
い
」
と
お
や
つ
　
　
　
そ
の
ほ
か
ク
ッ
タ
ラ
湖
、
カ
ル
ル
ス

を
求
め
て
手
招
き
を
す
る
仕
種
に
思
わ
　
　
温
泉
な
ど
、
支
笏
洞
爺
国
立
公
園
の
大

す
微
笑
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
そ
し
て
温
　
　
自
然
が
満
喫
で
き
、
観
光
客
に
人
気
が

泉
源
と
な
る
地
獄
谷
、
大
湯
沼
に
吹
き
　
　
高
い
の
も
う
な
ず
け
ま
す
。
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　　　　　　　　　あなたもこの日は片倉小十郎

　　　　　　　　になり切ろう。そして10のテーマ
ψ

　◎嘱　　　をクリアしたとき、きっと白石をまる

　　　　ごと発見するにちがいない………。

11月3日㈱文化の日を中日とした

フェスティバル週間及び月間午前10時～

　　　　　　　　　　　　　　　　　午後3時

ρ2

グ

o＝　o＝

一　日＝■

　　　市民ひとり　一学習　一スポーツ

　　　　　　　　　inしろいし
　　一　　　　一　　　 ▲

　　一　　　一

　　　　一　　　　　　■　「

　「くらし日本一のまちづくり」を目指す白石市では、平成4年に　1　9…’　…’●0●曾　。’1
第4回全国生涯学習フエスティバルが開催され　　記念し、毎io禮騨鎧窩1。月3。日（士）一i

　　　『見慣脆た睾間かあの発見』

　　　　沢端川桜並木、武家屋敷周辺での

10／30～

11／30

彫刻展

場所：沢端川桜並木、武家屋敷前

　オープンスペース

　　　『武家屋敵漣oに
　　　　　茶唐の幟はためく』

11／3 「お休み処」茶店の設置

場所：古民芸喫茶「つどい」、目黒商店

　菅野商店、明石屋商店、島影商店

　　　「武家屋敦を諫き

　　　　　　唇隈を観る』
10／30～　　遊歩道ネットワーク沿いに

11／30　　仮設説明板の設置

　　　『武家屋救を語る』

　　　　武家屋敷での「ざっとむかしj語り

11／3　　　場所：武家屋敷

　　　『武家屋救に霞わ

　　　　　　武家屋敏に餉る』

11／3 武家屋敷前でのわんこう一めん・

こけし絵つけコーナー

場所：武家屋敷向かいの引地氏所有の

　空地

　　　『武家屋敏に遊ぷ』

　　　　　武家屋敷前での草木遊び広場

11／3
場所：武家屋敷向かいの引地氏所有

　　の空地

　　　　　　　11／3

　　爵　「武家融を
劃ξ　　嚢ぐる』

邦楽ミニコンサート

廻　場所：武家屋敷

　　　　　　場所：武家屋敷管理事務所敷地内

　　　　　　　『魅力ある森椋の

　　　　　　場所：白石営林署

’ん轟麟澤鴇，音楽フォーラム方

　　　　　　　　　　　　　■10月31日（日）午後1時開場2時開演
　　　　　　　　　　　　　■白石市中央公民館大ホール
　　　　　　　　　　　　　■入場無料（入場整理券は各公民餓教育委員会へ）

　　　　　　　　　　　　　　　心のたからもの歌から量欠　出会し、fこ新しし、歌

市民の皆さんから寄せられた素敵な詩に・　　　　　　　グ今乙乙に始まる！
　　亀さんが魅力的な曲をつけて歌いあげます。

みんなに親しまれてし、る懐かしい歌！　　　　　　　　　歓
　　　　　　　でも　っている　しい　ノ

霧欝藩霧藷灘粥勇ム窮籍董瓢農藁乞欝1こ妻矯窪1濃1鱒

§
童
1　宮城県内に住んでいる外国人の友
1だちが白石に遊びにきます。一緒に
毫

き
楽しくゲームをし、いも煮会に参加

　しましょう。そして、遊びにきた外
ゑ

1国人の友だちを一晩とめてみません

1か？
慌

｝o日　時
去　10月30日（土）～IO月31日（日）
‘

莞○場　所　白石市中央公民館
童
多o募集人員1定員にな1）次第締切1））

オ

ぎ　　・いも煮会参加者　100名
ゑ

象　・ホームスティ受入先9家庭13名
多
・　・交流レクリエーション大会及び
勇

三　　懇親会参加者　　200名

○参加費　無料（事前の申し込みが

　　　必要です）

内容
月日

O
O

－
／
3

10

31

時　刻

ll：器

15：30

16：30

18：30

9：00

10：30

11：30

内

　　　　ぴン　　げ　ノ　げもげウのイ

　　　　　　　　　多
o申し込み・問い合わせ先　　　　1

慰1懸・翻瞬
　　　　　　　　　転
　　　　　容

歓迎式

交流レクリエーション大会
1部（市民との交流レクリエーション）　2部1留学生の母国の遊び紹介）

市民との懇談会

交流いも煮会

ホストファミリー宅へ

第2回白石市グランドゴルフ大会特別参加

施設見学

解散式

曇か～な棺覇ウ銃か舗や呂ウ舗ウ無つメな賃価ウ賃や鴇？鮪ウs穿男ウソiウ柄÷情や鍋ウ拓呼舗ウ舗ウ柄ウ新を、伽ウ珊冥心払ウ尻ウ舅ケ呂÷洲駈な蛎与冨帽ウs’・舗囲÷、唇iな㌦～■・戸一噌覧伸卦協ウ賃幅4猛レ励シi拙

■



　
こ
れ
ら
の
飢
饒
は
前
近
代
の
閉
鎖

的
社
会
構
造
と
、
生
産
力
水
準
の
低

さ
に
よ
っ
て
発
生
し
た
の
で
あ
り
、

近
代
的
工
業
社
会
に
お
い
て
は
農
業
以
外

の
発
達
、
国
内
市
場
の
形
成
、
輸
入
の
促

　
ま
だ
坪

確
な
実
態

凶
作
で
あ

　
我
々
は

饅
と
い
う

の
「
飢
」

あ
り
、
「
饒

を
い
う
。

　
我
が
国

は
数
え
切

制
時
代
に

の
ひ
ど
か

永
』
、
　
『

て
『
天
保

い
ず
れ
も

出
て
、
地

・
つ
。

の
産
業

進
等
に

え
ば
九
四
以
下
の
場
合
を
凶
作

下
の
場
合
を
大
凶
作
と
し
て
い

　
し
か
し
、
私
が

今
年
は
大
凶
作
で

あ
る
と
書
い
た
の

は
、
決
し
て
大
げ

さ
な
表
現
で
は
な

い
。
農
林
水
産
省

は
作
況
指
数
に
よ

っ
て
、
九
四
以
下

の
場
合
を
〈
不
良
〉

九
一
以
下
の
場
合

を
く
著
し
く
不
良
V

と
し
て
毎
年
公
表

し
て
い
る
。
確
か

に
官
庁
用
語
で
は

こ
れ
し
か
な
い
わ

け
で
あ
る
が
、
従

来
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ズ
ム
の
報
道
で
い

と
い
い
、
九
一
以

る
。

刈
調
査
が
行
わ
れ
て
い
な
い
の
で
、
正
　
　
よ
っ
て
、
凶
作
は
あ
っ
て
も
飢
饅
は
ま
ず
な
い
だ

が
把
握
さ
れ
て
い
な
い
が
、
本
年
は
大
　
　
ろ
う
。

ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
か
し
、
私
が

凶
作
と
い
う
と
、
す
ぐ
飢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
年
は
大
凶
作
で

言
葉
を
思
い
出
す
。
飢
饒
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
る
と
書
い
た
の

は
穀
吻
紛
実
ら
ぬ
こ
と
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
　
　
　
　
　
　
　
は
、
決
し
て
大
げ

」
は
華
の
攣
ぬ
こ
と
　
　
　
　
－
　
■
　
礒
表
現
で
は
な

離
壽
灘
　
　
壷
碗
伽
麟
爆
…

　
現
在
、
発
表
さ
れ
て
い
る
数
値
が
既
に
九
〇
で

あ
り
、
現
実
に
　
本
市
の
対
策
委
員
会
は
十
ア
ー

ル
あ
た
り
の
収
量
が
、
良
く
て
二
俵
で
あ
ろ
う
と

推
定
し
て
い
る
。
明
治
三
十
八
年
以
来
の
大
凶
作

と
言
わ
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

　
市
と
し
て
も
、
「
農
作
物
災
害
対
策
本
部
」
を
設

置
し
、
国
・
県
に
要
請
す
る
と
と
も
に
、
市
独
自

に
種
々
の
救
済
策
を
展
開
し
つ
つ
あ
る
が
、
私
は

問
題
点
が
二
つ
あ
る
と
思
う
。

　
一
つ
は
、
こ
の
凶
作
が
米
の
自
由
化
絶
対
阻
止

を
、
一
挙
に
突
き
崩
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か

と
い
う
心
配
で
あ
る
。
一
旦
、
橋
頭
墜
が
築
か
れ

て
し
ま
え
ば
、
後
は
毎
年
そ
の
上
積
み
を
要
求
さ

　∞鵬騰猟

れ
る
。
稲
作
は
、
日
本
固
有
の
文
化
で
あ
り
、
民

俗
伝
統
思
想
の
根
源
で
あ
る
重
要
性
は
ど
ん
な
に

主
張
し
て
も
主
張
し
過
ぎ
る
こ
と
は
な
い
だ
け
に
、

難
し
い
政
治
判
断
と
対
応
が
必
要
と
な
る
。

　
第
二
点
は
、
こ
の
凶
作
を
「
災
い
を
転
じ
て
福

と
な
す
」
と
い
う
施
策
が
見
つ
か
ら
な
い
こ
と
で

あ
る
。
昭
和
六
十
三
年
の
不
作
の
時
は
、
冷
害
に

強
い
農
業
の
展
開
と
い
う
こ
と
で
、
野
菜
作
り
農

家
の
人
々
が
園
芸
用
パ
イ
プ
パ
ウ
ス
リ
ー
ス
事
業

を
行
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
本
市
も
農
協
も
全
面
的

に
支
援
し
た
が
、
こ
の
事
業
に
よ
っ
て
一
億
程
度

で
あ
っ
た
も
ろ
き
ゅ
う
の
生
産
額
が
一
挙
に
二
億

に
増
大
し
、
完
全
に
日
本
一
の
産
地
と
し
て
定
着

し
た
。
こ
の
成
功
が
、
野
菜
、
花
き
の
大
型
鉄
骨

施
設
パ
ウ
ス
事
業
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
農
家
を
生

み
出
し
た
の
で
あ
る
。

　
か
つ
て
我
々
の
先
人
は
敗
戦
の
瓦
礫
の
山
の
中

で
、
飢
え
の
苦
し
み
に
耐
え
つ
つ
子
供
の
教
育
の

た
め
学
校
の
建
設
を
進
め
、
今
日
の
経
済
大
国
の

基
礎
を
築
い
た
。

　
今
回
の
大
凶
作
に
日
本
農
業
が
い
か
に
対
応
す

る
か
、
逆
転
の
発
想
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

みなさんからの素敵な

情報を待ってます

発泡スチロールが
野鳥に変身

梱包などに使われる発泡スチロー

ルを利用して作った精巧な野鳥の模

型が、市民の間で話題になっていま

す。

作っているのは市内郡山に住む高

橋和一さん（73）。カッターで発泡ス

チロールを削1）、紙やす1）で整えた

後、くちばし、目、尾、足を取り付

け、絵の具で色づけをして仕上げま
す。

岬鷺

　ハ　　
ノム

今まで作った野鳥は、3年間で20

種類、200羽以上。朝倉ホームのお

年寄1）に誕生祝いとしてプレゼント

して、大変喜ばれています。

長生きの秘訣……

薪
寂

疑
L

敬老の日を間近にした9月12日、

lII井市長が市内に住む100歳を超え

た早坂たけさん（108歳）、佐藤ふさの

さん（IO2歳）、引地志いさん（1Q2歳）

を訪ね、それぞれに特別敬老祝金を

手渡し長寿をお祝いしました。

訪問を受けた三人の長寿者は、皆

さんお元気で、食事も家族と同じも

のを何でも食べているそうで、それ

が長生きの秘訣だと話してくれまし

た。

まちかど・ズーム，A，！

秋晴れの高原をひた走り

　　　〆
　　　　ー1』　　　』　

r‘

　　　　　籏耳マ5ワv

　　響瓢麟
　・獅酬脚桝蛤馨婆義
　　　ぢ・麟赫　 一

．

紳卿織一　幅

第7回みやぎ蔵王高原マラソン大

会が10月15日、国立南蔵王青少年野

営場を発着点として開かれ、全国か

ら集った男女1，525人が健脚を競い

ました。

大会には遠く九州からも参加。大

侃

牟田市の喜多昌子さん（65）は、フル

マラソン10回を含め、72歳までに100

回出場が目標とか。一般女子5kmに

出場し、5位入賞を果たしました。

また今年は関東や福島県から目や

耳の不自由なランナーも初参加し、

埼玉県の宮城正さん（32）は伴走者を

つけて男子20kmに挑戦。

　「アップダウンを頭に入れて楽し

く走りたい」との予定どお1）、沿道

の大きな声援を受けて、みごと完走

しました。

災害にすばやく対応

～一　． 籔
r

／

白石市では、これまで電話で行っ

ていた、消防団貝への火災や災害発

生時の通報を、全国でも初めてのポ

ケベルタイプの受信機を使った新シ

ステムに切替えることになり、その

交付式が9月11日、白石消防署で行

われました。

これにより、電話から離れていて

も連絡を受けることができ、災害時

の対応が早まるものと期待されます。

今回は21台、分団幹部だけへの交付

ですが、市では成果をみて順次台数

を増やしていく予定です。

白石の若鮎か快挙／

8月22日、仙台西公園プールで開

かれた第7回宮城県学童水泳競技大

会の女子200mフIl一リレーで、白

石第二小学校チームが従来の記録を

！秒04短める2分18秒01の大会新記

録で優勝しました。

リレーチームは小関理恵さん、大

野碧さん、志村明子さん、藤川紗矢

香さんの4人。前半は3位だったも

のの、後半でものすごい追い込みでの

逆転勝ちで金メダルを手にしました。

来年も3入が残るだけに、2連覇

に期待がかかります。

交流を深めて友好の架け橋に
海老名市から少年野球チーム・ふるさと豆記者33名が来白

斎“一’・一を謡高

　　匪　I
　　　I：讃r　圏
繍 即繋

竃．劉一薪

去る8月20日友好都市となってい

る神奈川県海老名市から、昨年に弓1

き続き少年野球チーム20名と、ふる

さと豆記者13名の総勢33名の小学生

が白石市を訪れました。

翌21日には緑地公園野球場で白石

の少年野球チームと親善交流試合か

行われ、声援の飛び交うなか、熱戦

が繰｝）広げられ、仲良く引き分けと

いう結果にな1）ました。

一方、豆記者は市内の小学校を訪

問し手作i）の名刺を交換した1）ゲー

ムを楽しんだ1）。初めは緊張ぎみで

したか次第にうちとけて笑顔の交歓

会とな1）ました。その後、弥治郎こ

鷲謙、
　　　　ミ　輪

。懇蕊

けし工人宅、白石和紙工房を見学し、

白石の伝統の技を興味深そうに取材

していました。子供らは午後からス

パッシュランドしろいしで汗を流し、

親善交流はいっそう深くなったよう

です。

滞在中一行は、市内の家庭に分散

してホームスティし、心のこもった

歓迎ぶ1）に満足した様子。22日には

武家屋敷と復元中の白石城を見学し、

歴史の香1）を味わって家路につきま

した。

思い出多い夏休みを過ごした子供

たちは、海老名・白石両市を結ぶ架

け橋になることでしょう。
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隔
週
火
曜
日
の
月
二
回
、
夜
の
六
時

半
か
ら
二
時
間
、
働
く
婦
人
の
家
の
大

広
間
は
、
大
正
・
昭
和
生
ま
れ
の
「
ジ
ュ

ニ
ア
・
ダ
ン
サ
ー
」
で
に
ぎ
わ
っ
て
い

ま
す
。
阿
部
志
郎
先
生
の
笑
顔
に
励
ま

さ
れ
な
か
ら
、
男
女
四
人
ず
つ
の
個
性

豊
か
な
面
々
が
、
心
地
よ
い
汗
を
か
け

ば
、
た
と
え
身
体
の
調
子
が
す
ぐ
れ
な

い
と
き
で
も
、
も
う
「
ス
ソ
キ
リ
、
バ
ッ

チ
リ
」
気
持
ち
も
お
さ
ま
る
素
敵
な
サ

ー
ク
ル
で
す
。

　
私
た
ち
の
社
交
ダ
ン
ス
・
サ
ー
ク
ル

　
わ「

輪
る
つ
」
は
、
平
成
元
年
に
ス
タ
ー

ト
し
て
五
年
目
を
む
か
え
ま
し
た
。
や

が
て
訪
れ
る
高
齢
化
社
会
に
備
え
て
、

足
腰
の
鍛
練
？
と
入
の
「
輪
」
を
大
切

に
、
早
く
誰
と
で
も
踊
れ
る
よ
う
に
な

れ
る
夢
を
求
め
て
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
練
習
の
合
問
に
は
な
ご
や
か

に
、
持
ち
寄
っ
た
お
菓
子
や
漬
物
を
並

べ
て
い
っ
ぷ
く
す
れ
ば
、
楽
し
い
お
し
ゃ

べ
り
に
花
が
咲
き
ま
す
。

　
人
生
死
ぬ
ま
で
現
役
と
か
…
。
生
き

が
い
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
ダ
ン
ス
が

最
適
で
す
、
ス
ト
レ
ス
解
消
と
健
康
の

　
　
　
　
　
ぱ
　
　
ロ

，
礁
、
滋
闘

　
　
　
　
　
　
　
Ψ
、

ヘ
ド訴至

瀦
　
7

虫
と
の
共
進
化

写真と文
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　　一一礪
離

写

ぜ

望
，r1

源
に
、
バ
ワ
フ
ル
そ
し
て
カ
ラ
フ
ル
に

老
い
も
若
き
も
広
場
へ
集
合
！

　
十
一
月
二
十
・
二
十
一
日
に
行
わ
れ

る
働
く
婦
人
の
家
ま
つ
り
に
は
、
社
交

ダ
ン
ス
発
表
会
も
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

興
味
を
お
持
ち
の
皆
さ
ん
は
、
ぜ
ひ
、

お
出
か
け
に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
　
一

同
お
待
ち
し
て
お
り
ま
ー
す
。

ぴ～一旬～幅幅穐～贈轟M～

ナ
ン
ブ
ア
ザ
ミ

　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

O
受
ら
ミ
ミ
ミ
篭
廿
O
ミ
ら
ミ
ミ

　
（
ミ
黛
辻
§
ー
）
ミ
匙
鳶
醤
も

　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ク
科

　
キ
ク
科
の
花
は
、
雄
し
べ
と
雌
し

べ
の
あ
る
一
つ
一
つ
の
花
〔
小
花
）

か
総
亡
と
い
う
お
椀
の
中
に
た
く
さ

ん
集
ま
っ
て
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ

が
頭
花
で
す
．
、

　
先
日
、
ナ
ン
ブ
ア
サ
ミ
の
頭
花
を

解
剖
し
て
み
ま
し
た
。
総
亡
に
乗
っ

て
い
る
果
実
に
は
、
三
〇
本
前
後
の

冠
毛
に
囲
ま
れ
た
一
個
の
筒
状
の
花

か
付
い
て
い
ま
す
。
こ
の
花
は
約
五

　　　暁ぜ戸“㍗1

　不忘山のナンブアザミ

　
　
㎜
の
筒
部
と
三
～
四
㎜
の
裂
片

　
　
五
個
か
ら
な
っ
て
い
で
、
、
中
心

　
　
に
雄
し
べ
と
雌
し
べ
を
持
っ
て

　
　
い
ま
し
た
。

　
　
　
陽
の
出
た
お
だ
や
か
な
日
に

　
　
ナ
ン
ブ
ア
ザ
ミ
を
観
て
い
る
と

ハ
ナ
バ
チ
や
ハ
ナ
ア
ブ
類
を
は
じ
め
、

チ
ョ
ウ
類
、
ハ
エ
類
そ
し
て
甲
虫
類
な

ど
多
く
の
昆
虫
が
訪
れ
ま
す
。
蜜
ま
た

は
花
粉
を
求
め
て
訪
花
す
る
の
で
す
．

　
鮮
や
か
に
咲
き
始
め
た
花
に
昆
虫

か
来
る
と
そ
の
刺
激
で
雄
し
べ
の
花

糸
が
縮
み
、
め
し
べ
の
花
柱
に
付
い

て
い
る
突
起
で
花
粉
が
押
し
出
さ
れ

る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ア
ザ
ミ
は
、
中
井
猛
之
進
博

士
が
松
島
雁
金
森
で
採
集
し
、
一
九

三
〇
年
、
植
物
学
雑
誌
四
十
四
巻
に

「
キ
ル
シ
ウ
ム
・
セ
ン
ダ
イ
ク
ム
」

と
発
表
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。
そ

の
後
、
．
こ
れ
は
マ
ツ
シ
マ
ア
ザ
ミ
と

考
訂
さ
れ
、
ナ
ン
ブ
ア
ザ
ミ
に
は
「
キ

ル
シ
ウ
ム
ニ
一
ポ
ニ
ク
ム
」
の
学
名

が
充
て
ら
れ
ま
し
た
。

　
白
石
地
方
で
は
最
も
多
い
ア
ザ
ミ

て
、
丘
陵
～
山
地
ま
で
の
野
原
や
林

縁
に
生
え
て
い
ま
す
。
他
に
当
地
方

で
は
、
葉
の
基
部
が
茎
を
抱
く
ダ
キ

バ
ヒ
メ
ア
サ
ミ
、
夏
に
開
花
し
総
亡

が
粘
る
ノ
ア
ザ
ミ
な
ど
九
種
類
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
花
の
つ
く
り
は
、
皆
同
じ
で
す
．

咲
き
始
め
の
花
に
出
会
っ
た
ら
、
そ

っ
と
触
れ
て
み
ま
し
ょ
う
。
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り仕事について

　私は歯科医院で受付事務をしています。たく

さんの患者さんと接する機会が多いので、笑顔

を絶やさず、電話の応対にも気をつけたいと思

っています。

り今夢中になっていること

　着付けを習いはじめて、まだ数か月ですが、

早く色々な結びを覚えて、着物を着られるよう

にな1）たいと思います。上達したら母に着せて

あげたいですね，

り夢や目標

　いちど海外旅行をしてみたいです。

解躍
櫛‘
ト　　コん　臼　　葡　　『　」　朝

髭
差

亘理歯科医院

鈴木　幹子さん

　　（24歳・福岡）

り白石市に望むこと

　映画館やボーリング場、芸能人のコンサート

が見られるような会場があったらいいなと思い

ます。

り理想のタイプ

　ー緒にスポーツをして楽しめる入がいいです。

今、綱引きがメジャーなスポーツですよ。

り最後に一言

　気をつけていても自覚症状のないまま、虫歯

や歯肉炎（歯槽膿漏の始まり）が進行している

ことがあ1）ます。定期検診をおすすめします。

●●●●●●●●●●●●●●

臼
　

武家屋敷に囲炉裏を囲んで！

　佐藤　三雄さん
　　　（白石市沢端町）

　今年の11月3日に、第1回白石市生涯フェ

スティバルの一環としての事業「小十郎漫遊

記」で、武家屋敷の囲炉裏を囲みながら、神

明社と白石まつ1）、または白石難子について

講話をすることにな1）ました。

　当日は、再三にわたる白石大火により貴重

な資料が残っていないため、だいぶ以前よi）

私な1）に収集したその内容について、お話し

したいと思っております。

嗣
市
民
文
芸

月1

股
　
兵
　
三
選

川
二
つ
落
ち
合
う
時
の
水
の
色
暫
し
は
お
の
が
色
保

ち
行
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
野
　
兼
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
に
お
と
う
と

息
つ
め
て
テ
レ
ビ
見
て
居
り
レ
イ
テ
戦
兄
弟
は
如
何

に
果
て
し
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ひ
て

ひ
ぐ
ら
し
の
鳴
く
音
一
声
哀
れ
に
も
梅
雨
寒
つ
つ
く

原
爆
記
念
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
子
う
こ
ん

イ
キ
リ
ス
よ
り
届
き
し
姪
の
絵
は
が
き
は
テ
ム
ス
の

川
に
映
つ
る
夕
焼
け
　
　
　
　
　
　
　
岡
崎
　
澄
子

旅
に
出
て
気
つ
か
い
ゐ
た
る
狭
庭
辺
に
紫
ふ
か
く
桔

梗
咲
き
初
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
沢
　
敏
子

　
　
　
　
　
　
　
こ
　
ぞ

炎
天
に
御
柱
曳
き
し
去
年
の
夏
今
日
の
祭
り
日
梅
雨

ま
だ
明
け
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
嶋
　
正
子

長
梅
雨
に
秋
の
作
柄
懸
念
と
の
友
の
話
を
丹
念
に
聴

く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
島
三
郎

水
源
に
咽
を
う
る
お
し
山
鳩
の
声
を
身
近
に
水
菜
摘

み
ゆ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
津
　
重
子

長
梅
雨
に
弱
々
し
く
も
実
を
つ
け
し
さ
さ
ぎ
の
蔓
を

い
た
わ
り
て
摘
む
　
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
み
さ
子

順
番
を
待
つ
間
は
特
に
緊
張
す
第
一
ゲ
ー
ト
通
過
は

う
れ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
い
く

「
評
」
今
月
の
投
稿
は
終
戦
の
月
で
も
あ
り
、
風
化

さ
せ
て
は
な
ら
な
い
悲
し
み
の
歌
と
長
梅
雨
に
よ
る

冷
夏
か
ら
く
る
心
の
痛
み
の
作
品
か
多
か
っ
た
。
入

そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
、
感
情
か
ら
生
れ
る
作
品
は
そ
の

季
節
、
時
代
を
長
く
表
現
し
て
詠
ん
で
い
る
一
・
こ
れ

も
作
歌
す
る
喜
ぴ
で
あ
ろ
う
。

岡
圏
・
木

嫁
ぐ
娘
と
し
み
じ
み
語
り
秋
灯
下

ひ
ぐ
ら
し

蝸
の
声
杉
山
を
移
り
ゆ
く

立
秋
や
真
夏
の
暑
さ
無
き
ま
ま
に

貞
　
二
選

八鈴高
島木橋

三民正
郎子雄

白
樺
の
葉
ず
れ
の
音
や
荘
涼
し

　
す
さ

霧
荒
ぴ
お
釜
も
見
え
ず
山
も
見
す

十
薬
の
暗
き
に
咲
き
て
け
も
の
径

乙
女
百
合
老
舗
に
咲
く
や
宿
場
町

　
　
　
　
　
　
　
　
お
の
の

台
風
の
予
報
に
ハ
ウ
ス
戦
け
り

ふ
る
さ
と

故
里
の
過
疎
と
な
り
け
り
百
合
の
花

長
雨
に
朝
顔
咲
か
ず
を
り
に
け
り

「
評
」
一
句
目
、

娘
の
し
み
じ
み
と
し
た
会
話
。

　
　
ひ
く
ら
し

に
き
く
鯛
、

三
句
目
、
梅
雨
時
も
な
く
、

る
珍
ら
し
い
今
年
で
あ
っ
た
。

　
　
作
者
の
ご
長
女
で
あ
ろ
う
、

　
　
　
　
　
　
二
句
目
、

杉
山
を
次
々
移
り
哺
き
ゆ
く
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
真
夏
も
な
く
立
秋
に
な

三
浦
　
愛
嶺

日
下
　
　
文

佐
藤
　
周
子

若
桑
げ
ん
じ

岩
沢
伍
峯

高
子
　
　
橘

佐
藤
善
夫

　
　
　
親
と

　
久
し
振
り

〇
十
月
例
会
は
伝
統
協
会
吟
行
会
の
た
め
中
止
い
た

　
し
ま
す
．
．

鈴
木
誤
差
選

青
田
か
ら
無
口
の
足
が
あ
が
り
く
る

秋
ま
で
は
癒
え
る
病
と
罪
な
嘘

佐
藤
喜
柳

四
竈
　
英
夫

商
魂
は
祭
り
を
神
か
ら
奪
い
と
り
　
　
斎
藤
　
平
吉

ゼ
ネ
コ
ン
の
影
に
お
び
え
る
蝶
ネ
ク
タ
イ
近
江
孫
太
郎

長
梅
雨
が
付
け
た
市
場
の
野
菜
の
値
　
小
野
嘉
津
子

ス
テ
ー
ジ
に
齢
を
見
せ
な
い
舞
扇
　
　
米
沢

野
菜
高
ミ
ニ
菜
園
か
見
直
さ
れ
　
　
　
大
沼

退
院
の
朝
は
れ
や
か
に
コ
ン
ハ
ク
ト
　
佐
藤

し
あ
わ
せ
の
日
は
仏
滅
も
気
に
し
な
い
宍
戸

奥
さ
ま
と
言
わ
れ
て
肉
は
上
を
買
い
　
草
野

「
評
」
　
一
句
目
、
一
向
に
稔
ら
な
い
青
田
で
、

に
満
ち
た
農
夫
が
、

す
．
二
句
目
、

様
。
三
句
目
、

ぎ
を
、
神
様
は
ど
う
思
っ
て
お
い
で
な
の
か
、

心　　武妙礼
配清広雄子子

　
　
首
う
な
だ
れ
て
畦
に
立
ち
つ
く

ガ
ン
告
知
を
め
ぐ
る
様
々
な
人
間
模

旺
盛
な
る
売
ら
ん
か
な
の
お
祭
り
騒

（
投
稿
さ
れ
る
方
へ
）

　
毎
月
十
五
日
ま
で
に
一
人
一
二
首
、
封
筒
ま
た
は
八

ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
を
明
記
の
う
え
、
秘
書
広
報
課

広
報
広
聴
係
（
白
石
市
大
手
町
｝
番
一
号
）
へ
。

短
歌
・
俳
句
・
川
柳
の
併
記
は
不
可
。
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月
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2
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全
国
防
犯
運
動

少
年
を
非
行
か
ら
守
ろ
う

　
最
近
の
少
年
非
行
は
、
中
学
生
、
高

校
生
を
中
心
に
、
万
引
き
、
オ
ー
ト
バ

イ
盗
な
ど
の
初
発
型
非
行
が
多
く
行
わ

れ
て
い
る
と
い
う
特
徴
が
み
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
露
骨
な
性
描
写
を
盛
り
込
ん

だ
コ
ミ
ッ
ク
雑
誌
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ゲ

ー
ム
ソ
フ
ト
が
氾
濫
し
た
り
、
暴
力
団

が
少
女
売
春
等
の
少
年
の
福
祉
を
害
す

る
犯
罪
に
深
く
関
与
す
る
な
ど
、
少
年

を
取
り
巻
く
環
境
の
有
害
化
が
目
立
ち

ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
少
年
の
非
行
を
防
止
し
、

そ
の
健
全
な
育
成
を
図
る
た
め
に
、
関

係
機
関
、
団
体
、
地
域
社
会
が
一
体
と

な
っ
て
総
合
的
な
非
行
防
止
対
策
に
努

め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

○
白
石
警
察
署
管
内
の

　
　
　
　
少
年
非
行
の
現
状

　
　
　
（
平
成
五
年
一
月
～
八
月
）

0
　
非
行
少
年
等
の
検
挙
補
導
数
は
、

　
二
百
六
十
三
入
で
、
前
年
同
期
の
百

　
九
十
九
人
に
比
べ
六
十
四
人
（
三
二

　
・
二
％
）
増
加
し
て
い
る
。

②
刑
法
犯
少
年
は
、
六
十
人
で
そ
の

　
中
で
万
引
き
・
自
転
車
盗
・
オ
ー
ト

　
　
置
縄
　
，

　
バ
イ
盗
が
十
九
入
（
四
七
・
五
％
）

　
を
占
め
、
初
発
型
非
行
の
蔓
延
化
が

　
見
ら
れ
る
。

③
不
良
行
為
少
年
は
、
二
百
三
入
で

　
前
年
よ
り
四
十
五
入
（
二
八
・
五
％
）

　
と
大
幅
に
増
加
し
、
そ
の
中
で
喫
煙

　
が
六
十
六
人
で
全
体
の
三
二
・
五
％

　
を
占
め
、
特
に
高
校
生
に
広
が
り
が

　
見
ら
れ
る
。

　全国

防
犯
運
動
が
十
月
十
｝
日
か
ら

二
十
日
ま
で
の
間
、
全
国
一
斉
に
実
施

さ
れ
ま
す
。

　運

動
期
間
中
、
「
全
国
防
犯
キ
ャ
ラ
バ

ン
」
、
「
防
犯
こ
け
し
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー

作
戦
」
、
「
防
犯
パ
レ
ー
ド
」
な
ど
、
県

内
各
地
で
多
彩
な
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
防
犯
運
動
に
積
極
的
に
参
加
し
、
犯

罪
の
な
い
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
の

総合的防犯対策

白石地区総合防犯対策推進協議会

（サンシャイン防犯白石）が設立される

　犯罪のない安全な地域社会を実現するために、

警察署及び防犯関係団体（35）相互の連絡協調を

図りながら、総合的な防犯対策を推進することを

目的に、白石地区総合防犯対策推進協議会が5月

28日に設立されました。

行楽期の交通事故防止運動

　スポーツの秋、収　　　　　一一　　昌・唱
　　　　＿　　　　　　…暑薔　1一　一
穫の秋、行楽の秋…　　一
と、こあ季節は何かく翻の重点〉

灘賜㌦謙鶉防

てきます。

　旅行等を計画する際は、ゆと1）ある行動になる

よう心がけ、運転者を含めた同乗者すべてが事故

につながる諸条件をチェックするよう努めましょ

つo

　また、収穫時の農作業車の操作ミス等による事

故を未然に防ぎ、日没が早いこの時期は、早め点

灯を心がけ、悲惨な交通事故にあわないよう注意

しましょう。

▲
知
っ
て
い
ま
す
か
「
士
地
基
本
法
」
▼

10

月
は
「
宮
城
県
土
地
月
間
」
で
す

　
み
ん
な
が
自
分
勝
手
に
土
地
を
利
用

し
、
自
分
の
利
益
だ
け
を
考
え
て
投
機

的
な
土
地
取
引
を
行
っ
た
ら
ど
う
な
る

で
し
ょ
う
か
？

　
土
地
問
題
の
解
決
の
た
め
に
は
、
国

民
の
皆
さ
ん
に
土
地
は
公
共
性
、
社
会

性
を
持
っ
た
資
源
で
あ
る
と
い
う
認
識

を
持
っ
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
平
成
元
年
に
で
き
た
土
地
基
本
法
は
、

土
地
対
策
を
進
め
て
い
く
に
あ
た
っ
て

国
民
共
通
の
認
識
と
す
る
こ
と
が
必
要

な
基
本
的
な
四
つ
の
考
え
方
を
「
土
地

に
つ
い
て
の
基
本
理
念
」
と
し
て
定
め

て
い
ま
す
。

　
①
土
地
に
つ
い
て
は
公
共
の
福
祉
が

　
優
先
し
ま
す
。

　
②
土
地
は
適
正
に
計
画
に
従
っ
て
利

　
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
③
土
地
は
投
機
的
な
取
引
の
対
象
に

　
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
④
土
地
の
価
格
が
道
路
、
鉄
道
の
整

　
備
や
人
口
、
産
業
の
動
向
な
ど
に
よ

　
っ
て
増
加
す
る
場
合
は
、
そ
れ
に
よ

　
っ
て
得
ら
れ
た
利
益
に
応
じ
、
適
切

　
な
負
担
が
求
め
ら
れ
る
べ
き
で
す
。

　
国
土
利
用
計
画
法
は
、
こ
う
し
た
考

え
方
に
基
づ
き
、
土
地
の
投
機
的
取
引

や
地
価
の
高
騰
を
抑
制
し
、
乱
開
発
を

防
ぐ
た
め
、
土
地
取
引
に
つ
い
て
届
出

制
を
設
け
て
い
ま
す
。
　
一
定
面
積
以
上

の
土
地
の
取
引
を
し
よ
う
と
す
る
と
き

は
、
こ
の
法
律
に
よ
り
あ
ら
か
じ
め
知

事
等
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

届出の必要な土地取引
一定の面積以上の土地について売買などの取引をする場合は事前に届出が必要です。

●売買　　●代物弁済

●交換　　●共有持分の譲渡

●営業譲渡●地上権・賃借権の設定、譲渡

●譲渡担保●予約完結権・買戻権等の譲渡

※これらの取引の予約である場合も、事前

　に届出が必要です。

　　届出の必要な土地
都市計画区域

巳000㎡呈轟
都市計画区域以外の区域

1α000㎡罐

一団のニヒ地取引

　　の　　　　はひさ　　　　　　　　ある　ぽめ　う　　　　　　　　　おる　　ぽ　ラ　う　

個々の取引それぞれにつ
いて届出が必要です。　　（い＋ろ＋は＋に）≧一定面積　（イ＋口＋ハ＋二）≧一定面積

　　囲は團の6週間前までにしましょう。

囹　
あ
な
た
が
土
地
の
売
買
を
し
よ
う
と

思
っ
た
と
き
、
そ
の
土
地
の
正
常
な
価

格
を
ど
の
よ
う
に
し
て
調
べ
ま
す
か
？

　
こ
の
よ
う
な
と
き
、
土
地
価
格
の
目

安
と
な
る
の
が
、
地
価
公
示
や
都
道
府

県
地
価
調
査
の
価
格
で
す
。

　
地
価
公
示
は
、
国
の
機
関
で
あ
る
土

地
鑑
定
委
員
会
が
全
国
の
約
二
万
地
点

の
標
準
地
〔
市
内
三
地
点
）
に
つ
い
て
、

毎
年
一
月
一
日
現
在
の
正
常
価
格
を
三

月
下
旬
に
、
都
道
府
県
地
価
調
査
は
知

事
が
各
都
道
府
県
内
の
基
準
地
（
全
国

で
約
二
万
五
千
地
点
、
市
内
十
三
地
点
V

に
つ
い
て
、
七
月
一
日
現
在
の
正
常
価

格
を
九
月
下
旬
に
そ
れ
ぞ
れ
発
表
し
て

い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
地
価
公
示
、
土
地
取
引
な
ど
に
関
す

る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

　
市
企
画
財
政
課
企
画
調
整
係
a
二
五

－
二
一
】
一
（
内
線
）
三
六
一
へ
こ

團　
こ
ん
な
と
き
、
届
出
を

　
国
民
年
金
制
度
は
、
2
0
歳
以
上
6
0
歳

未
満
の
方
す
べ
て
が
加
入
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
第
1
号
被
保
険
者
…
学
生
や
農
業
・

　
商
業
等
を
営
む
人
と
そ
の
家
族

　
第
2
号
被
保
険
者
…
厚
生
年
金
保
険

　
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
る
人

　
第
3
号
被
保
険
者
…
第
2
号
被
保
険

　
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者

　
加
入
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
す
ぐ
に

届
け
出
（
第
1
号
被
保
険
者
資
格
取
得
）

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

第
1
号
被
保
険
者
の
方
が
会
社
等
に
就

職
し
た
と
き
は
、
第
2
号
被
保
険
者
に

な
る
た
め
「
資
格
喪
失
届
」
、
第
2
号

被
保
険
者
の
方
が
自
営
業
を
始
め
た
と

き
は
、
第
1
号
被
保
険
者
と
な
る
た
め

「
資
格
取
得
届
」
、
奥
さ
ん
は
第
3
号

被
保
険
者
か
ら
第
1
号
被
保
険
者
と
な

る
た
め
「
種
別
変
更
届
」
の
届
を
出
さ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

保
険
料
を
未
納
に

　
　
　
　
し
て
い
ま
せ
ん
か

　
国
民
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、
保

険
料
を
毎
月
忘
れ
ず
に
納
め
る
こ
と
か

大
切
で
す
。

　
保
険
料
の
納
め
忘
れ
か
あ
る
と
、
ヶ

ガ
や
病
気
で
障
害
者
と
な
っ
た
と
き
や

死
亡
し
た
と
き
に
、
障
害
基
礎
年
金
や

遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合

か
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
将
来
支
給
さ
れ

る
老
齢
基
礎
年
金
も
年
金
額
か
少
な
く

な
る
だ
け
で
な
／
＼
受
け
ら
れ
な
く
な

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
は
、
自
分
の

た
め
だ
け
で
な
く
同
時
に
年
金
制
度
を

守
る
大
切
な
こ
と
で
す
。



⑤
㊧
㊧
＠
◎
②
⑦

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
更
新

　
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
有
効

期
限
は
、
九
月
三
十
日
ま
で
と
な
っ
て

お
り
、
昨
年
度
交
付
し
た
保
険
証
の
有

効
期
限
は
切
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
更
新
の
手
続
き
を
し
て
い
な
い

方
は
、
早
め
に
保
健
課
で
更
新
の
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

更
新
に
必
要
な
も
の

●
印
　
鑑

●
被
保
険
者
証

●
乳
幼
児
医
療
費
受
給
者
証
（
国
保
）

保
険
証
は
大
切
に
〃
”

　
国
保
の
保
険
証
は
、
正
式
に
は
『
国

民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
』
と
い
い
、

加
入
者
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
も
の

で
す
。
大
切
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

　
保
険
証
は
、
一
世
帯
に
一
枚
が
原
則

で
す
。
し
か
し
、
長
期
間
の
出
張
や
、

出
か
せ
ぎ
、
修
学
な
ど
で
他
の
市
町
村

に
住
む
場
合
は
、
も
う
一
枚
の
保
険
．
証

が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
必
要
な
場
合
は
、
市
民
課
窓
口
ま
た

は
、
保
健
課
国
民
健
康
保
険
係
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

国
保
加
入
者
の

　
　
み
な
さ
ん
に
お
願
い
〃
“

①
保
険
証
が
交
付
さ
れ
た
ら
、
記
載
内

　
容
の
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。
　
（
被

　
保
険
者
名
を
勝
手
に
書
き
加
え
た
り

　
す
る
と
無
効
に
な
り
ま
す
。

②
受
診
の
と
き
は
、
必
ず
病
院
の
窓
口

　
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

③
紛
失
し
た
り
、
破
損
し
た
と
き
は
、

　
す
み
や
か
に
国
保
の
係
へ
届
け
出
て

　
再
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
　
（
必
要
な
も
の
…
印
鑑
・
身
分
証
〉

④
他
人
に
貸
し
た
り
、
借
り
た
り
で
き

　
ま
せ
ん
。

⑤
他
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
と
き
や

　
他
の
市
町
村
へ
転
出
す
る
場
合
は
、

　
た
だ
ち
に
、
市
民
課
窓
口
で
手
続
き

　
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
保
健
課
国
民
健
康
保
険

係
費
二
五
－
二
一
一
π
内
線
）
六
〇
四

・
六
〇
五
へ
ど
う
ぞ
。

国
保
税
は
納
期
内
に

　
　
　
　
　
　
納
め
ま
し
ょ
う

　
み
な
さ
ん
が
日
ご
ろ
納
め
て
い
る
国

■
一
保
税
は
、
国
保
制
度
を
守
る
大
切
な
財

源
で
す
。
そ
の
た
め
、
未
納
や
滞
納
の

人
が
い
る
と
、
他
の
被
保
険
者
の
負
担

を
大
き
く
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
国
保

の
運
営
が
困
難
に
な
り
ま
す
。

　
国
保
は
み
ん
な
が
支
え
あ
っ
て
健
康

を
守
る
制
度
で
あ
る
こ
と
を
、
改
め
て

ご
理
解
の
う
え
、
保
険
税
は
忘
れ
ず
に

納
期
内
に
必
ず
納
め
る
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

捨骨そつ。

　
わ
が
国
の
人
口
の
高
齢
化
は
、
世
界

的
に
も
例
を
見
な
い
速
さ
で
進
展
し
て

い
ま
す
。
西
暦
二
千
年
代
に
入
る
と
、

生
産
人
口
の
減
少
と
い
っ
た
、
か
つ
て

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
現
象
が
生
じ
、

労
働
力
供
給
面
の
絶
対
的
制
約
を
受
け

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
、
活
力

あ
る
経
済
社
会
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、

高
年
齢
者
の
労
働
力
の
活
用
か
不
可
欠

で
す
。

　
そ
こ
で
、
パ
ロ
ー
ワ
ー
ク
白
石
（
白

石
公
共
職
業
安
定
所
）
で
は
、
次
の
こ

と
に
重
点
を
お
い
て
雇
用
環
境
の
一
層

の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
・
六
十
歳
定
年
を
基
盤
と
し
た
六
十

　
　
五
歳
ま
で
の
継
続
雇
用
の
促
進

　
・
高
年
齢
者
の
再
就
職
の
促
進

　
・
定
年
退
職
後
の
臨
時
的
、
短
期
的

　
　
な
任
意
就
労
の
場
の
確
保

　
活
力
あ
る
地
域
社
会
の
発
展
の
た
め

に
、
高
年
齢
者
の
も
つ
知
識
、
経
験
等

を
活
か
せ
る
機
会
と
雇
用
就
業
の
場
の

提
供
に
つ
い
て
、
地
域
の
皆
様
と
関
係

各
位
の
方
々
の
一
層
の
ご
理
解
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
白
石

纈
・
　
◎

標路髄
　
｛
慧

全
（
m
月
－
日
～
1
0
月
7
日
）

　
「
よ
り
分
か
り
や
す
く
、
親
し
み

や
す
い
」
道
路
標
識
の
整
備
を
図
る

と
と
も
に
、
そ
の
必
要
性
を
P
R
す

る
た
め
、
1
0
月
1
日
か
ら
7
日
ま
で

を
「
全
国
道
路
標
識
週
間
」
に
定
め

て
い
ま
す
，
標
識
に
関
す
る
ご
意
見

を
、
県
庁
お
よ
び
県
警
察
本
部
交
通

部
内
の
「
標
識
B
O
X
」
へ
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
　
県
警
交
通
規
制
課
盈

〇
二
二
1
二
二
一
ー
七
一
七
一
（
内

線
二
二
八
五
三

　
）

　
『
＝

亀
　
＾
弱

●
　
▲
一
冒

　
矩
㎜

　
▼
圏

＾
一
冒

旨
　
霊

一

　平成5年9月1日を基準日とし、

9月2日に選挙入名簿に登録された

登録者数は次のとお1）です。

計
人

女
人

男
人

14．7907．8！46．976石白

1．800906894河越

1．267649618川斎

2．1231．1181．005平大

2．1491．0721．077大鷹沢
1．679866813111

白

6．9133，5273，386岡福

！．297673624原ノj・

32、01816，62515．393言†合

◎直接請求または、解職請求に必要

　な選挙人の数

　条例の制定または、改廃の請求、

　監査の請求等に必要な人数　　641人

・議会の解散の請求、議員・市長等

　の解職の請求に必要な人数！0，673入

へ

薄
蕪

　
今
秋
の
野
菜
の
見
通
し
に
つ
い
て
は

前
号
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
し
た
が
、

予
想
以
上
に
被
害
が
広
が
り
、
そ
の
後

の
天
候
も
思
わ
し
く
な
い
こ
と
か
ら
入

荷
量
が
少
な
く
、
価
格
は
高
値
で
推
移

し
て
い
ま
す
。
秋
の
風
物
詩
「
い
も
煮

会
」
の
材
料
も
、
不
作
で
十
分
揃
え
る

こ
と
が
む
ず
か
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
里
芋
、
ね
ぎ
、
大
根
等
、
昨
年
の

倍
以
上
の
価
格
で
、
品
物
が
少
な
く
こ

れ
か
ら
も
多
く
は
見
込
め
ま
せ
ん
。

　
一
方
、
果
物
は
粒
が
や
や
小
さ
め
で

甘
味
が
少
な
め
で
は
あ
り
ま
す
が
、
入

荷
も
多
く
価
格
も
昨
年
よ
り
安
値
で
推

移
し
て
い
ま
す
。
り
ん
ご
、
な
し
、
ぶ

ど
う
等
、
毎
日
新
鮮
な
青
果
を
近
く
の

八
百
屋
さ
ん
で
お
求
め
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
魚
介
類
は
豊
漁
で
秋
の
味
覚

サ
ン
マ
も
毎
日
市
場
を
に
ぎ
わ
せ
て
い

ま
す
。
そ
の
他
鮮
度
の
良
い
魚
介
類
で

市
場
は
い
っ
ぱ
い
で
す
。
今
夜
の
食
卓

に
魚
介
類
も
ど
う
ぞ
。
ぜ
ひ
、
近
く
の

魚
屋
さ
ん
で
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

Q
　
国
保
税
は
ど
の
よ
う
に
し
て
計
算

　
さ
れ
る
の
で
す
か
？

A
　
①
所
得
割
…
加
入
者
全
員
の
所
得

　
　
　
　
　
　
か
ら
基
礎
控
除
し
た

　
　
　
　
　
　
金
額
の
八
・
二
％

　
②
資
産
割
…
加
入
者
全
員
の
固
定

　
　
　
　
　
　
資
産
税
の
四
・
二
％

　
③
均
等
割
－
・
加
入
者
一
人
当
た
り

　
　
　
　
　
　
一
万
三
千
円

　
④
平
等
割
…
一
世
帯
当
た
り

　
　
　
　
　
　
一
万
七
千
円

　
　
こ
れ
ら
が
合
算
さ
れ
て
課
税
さ
れ

　
ま
す
が
、
所
得
が
低
い
場
合
軽
減
措

　
置
が
講
じ
ら
れ
ま
す
。

　
　
な
お
、
限
定
額
は
五
十
万
円
で
す
、

　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
五
年
度
）

Q
　
国
保
税
の
税
額
か
と
ぎ
ど
き
変
更

　
に
な
る
の
は
？

A
　
前
の
回
答
で
算
定
根
拠
に
変
更
か

　
あ
っ
た
場
合
、
翌
月
の
納
期
分
か
ら

　
税
額
が
変
更
さ
れ
ま
す
。

’

ノ　o
e・Q

　
例
え
ば
次
の
よ
う
な
場
合
で
す

　
①
家
族
で
社
会
保
険
に
加
入
し
た

　
　
り
や
め
た
入
が
い
た
場
合

　
②
家
族
で
転
出
や
転
入
の
届
け
を

　
　
し
た
場
合

　③家族で

生
ま
れ
た
人
や
亡
く
な

　
　
っ
た
人
が
い
た
場
合

　④修

正
申
告
な
ど
に
よ
り
、
所
得

　
　
金
額
に
変
更
の
あ
っ
た
場
合

　
な
お
、
税
額
に
変
更
が
あ
っ
た
と

き
は
税
務
課
か
ら
納
付
書
が
送
付
さ

れ
ま
す
の
で
確
認
の
上
納
付
し
て
く

だ
さ
い
。

　
1
0
月
は
国
民
健
康
保
険
税
（
第

5
期
）
、
市
県
民
税
（
第
3
期
）
の

納
期
で
す
。

●下水道管がつまったら

　個人の宅地内の排水設備のト

■
国

■
函

■
困
　　　　　　　ラブルは、実際に工事を行った

公認店に依頼してください。（有料です）

　公共の汚水ますから本管を結ぶ取り付け管がつ

まったときは、市が補修、清掃します。

　●3年以内にトイレの水洗化を／

　処理区域の公告の日から3年以内に、くみと1）

便所を水洗トイレに改造するなどの排水設備の工

事は、「市公認店」に依頼してください。

白石市公認排水設備等工事業者

電　話

26－2351

26－3098

25－8511

25－7342

25－1665

24－5511

25－5218

25 6688

26－3280

26－2255

25－3349

25－1111

25－2462

25－7347

25－I　lOO

25－2236

28－2035

26－3939

25－7065

25－2627

25－6706

24－4296

25－2120

26－3854

25－4123

26－3224

24－4391

　住　　　　所

白石市郡山字西堀55－15

　〃　鷹巣字寺入屋敷2ひ2

　”　字中町30

　F’　福岡長袋字高畑13

　〃　郡山字雨ケ作4－7

　〃　福岡深谷字三本松1271

　”　旭町三丁目2－8

　〃　福岡蔵本字鍛冶屋敷2

　〃　字白石i中6－1

　”　字長町11

　〃　　大鷹沢三2尺字土反立嵩124

　厚　字本鍛治小路6－1

　”　郡山字西堀53－8

　”　福岡深谷字家老内33

　”　福岡深谷字佐久来122

　〃　大平森合字上神明前22－1

　”　越河平字下谷地35－3

　〃　大鷹沢大町宇稲荷山149－1

　〃　福岡深谷宇荒井前81

　厚　寿山20－12

　〃　字半沢屋敷前2

　”　南町二丁目1番56－5

　〃　南町二丁目6番5－3

　〃　字長町58－16

　”　新館町6－1

　F’　字庸水小路22－1

　”　福岡蔵本字西町13

公認業者名
㈲鈴木設備工業

高橋ポンプ店
㈱白石モーター

㈲協栄工業所
㈲佐藤設備工業

㈲高橋建設
㈲阿部工営社

㈲村上工務店

㈲島貫住設
㈲島本商店
㈱ミツヤ設備機工

小野壱産業㈱

伸栄設備
日下甚一建築店

㈱遊佐組
㈲森合建設造園

小黒工務店
㈱エコー設備工業

日下産業㈲
㈲佐　　光
㈲佐久問組
上田工務所

遠藤工業
ユニオン工業㈱

No．

1

2

3
4
5
6

7

8

9
10

11

12

13

14

互

診

木土部渡

”　八幡町7－24　10120－24－l　l62

26－3621

25－6795

24－5094

25－2665

24－5328

25－6778

27－2213

25－1888

”　字本町71

’1字寺屋敷前15

”　鷹巣字柴ノ下25－3

’1字長町22

〃　東町一丁目7－18

〃　福岡深谷字三本木42

F’　白川内親字有合171－13

F’　字本町65

㈲半田工業
㈱東洋設備
タカヤ企画㈱白石営業所

上西産業㈱
債）伊藤商店住設部

㈲高子林業上木

組木鈴㈲

㈲佐野建設企画

日　下　設備

ユ　ー　設備

㈲島貰建築

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

3！

32

33

34

35

36



恐26－2453・24－5377

◇快適健康教室受講生募集

～喜び健康「気功法」教室～

中国古来の健康法「気功法」を実

践して、心も体も元気になりませんか。

O日時　10～3月の第2・4木曜日

　　全13回、午後1時30分～3時

o会場　中央公民館

○対象30名

O会費　月1，000円

o講師　日中漢方気功協会長

　　　　　大友純男氏

◇第18回白石市民ゴルフ大会

O日時　10月17日（日）午前6時40分

o会場　仙台グリーンゴルフクラブ

O定員　100名／定員次第締切1）〉

O会費　3，000円

○主催　白石市民ゴルフ大会実行委

　　員会
○申し込み先

中央公民館、白石商工会議所、仙

台グリーンゴルフクラブ、白石ゴル

フガーデン、大庭スポーツ店、関谷

薬局、川井石油

ぐ〉外国語講座生募集

☆英会話講座

O日時11～3月の月曜日

　　午後7時～8時30分
o講師　ジョン・ディ先生

☆中国語講座

○日時　1！～3月の木曜日

　　午後7時～8時30分
○講師　王利（ワン・リー）先生

※両講座とも対象は中学生以上20名

会費月額1，000円です。また、会

場と申し込み・問い合わせ先は中

央公民館となります。

◇史跡めぐり親子ふれあい

　サイクリング

O日時　11月7日（日）　小雨決行

　　9時20分中央公民館集合
　　9時30分から交通安全教室

　　10時出発
○会場　市内の史跡数か所

O対象　市内の小5・6年生の親子

　　25組（定員次第締切1））

○会費　無料（豚汁付き）

◇第24回市民文化祭
○日時　10月30日（土）～11月3日（水）、

　　！1月7　日（日）9日寺～16日寺

o会場　中央公民館（展示の部及び

　　11月7日の芸能発表）

　　碧水園（11月3日芸能発表）

o参加対象　市民一般

○主催　白石市文化協会

◆第17回白石市子ども会

　ソフトボール大会
　　　　　　　爺一㌧ト字レ轟

璽鐸・騨黛』騰
嚢紘叢棄欝
響，，纏．藁繋灘

　子ども会活動の普及と拡充強化を

目的に、去る8月22日（日）、白石川

緑地公園ソフトボール場を会場に、

子ども会ソフトボール大会が開催さ

れました。市内の小学校10校から11

チームが参加して、熱戦が繰り広げ

られ、次のチームが入賞しました。

優勝白石第一小学校Aチーム
準優勝　小原小学校チーム

第3位福岡小学校チーム
　〃　　斎川小学校チーム

◆アンサンブル白石バイオリン

　教室受講生募集

アンサンブル白石では、生徒を募

集してお1）ます。ご希望の方は早め

にご連絡ください。

O日時　木曜日（月に3～4回の年

　　間40回3時～6時30分に一
　　人30分ずつ）
○会場　中央公民館

O対象　4名（定員次第締切1））

○会費　月6，000円

※バイオリンのない方は貸し出します。

　　’醐　砺

◇晩秋の霊山を訪ねる講座

○日時10月26日（火）

　　8時20分集合～15時
o集合場所　市役所庁舎前

o場所　福島県霊山町

○講師　渡辺信有先生

0定員　25名（定貝次第締切1））

O参加費　1，200円

Oその他　昼食持参、歩きやすい服

　　　装、雨具の用意

特別講座受講生募集

※「ふるさとの山を観る」講座に参

加している方は、10月7日にえぽ

しスキー場へ行きますので、参加

はご遠慮ください。

◆郷土料理講座「ほっきめし」

～名取市働く婦人の家との料理交流～

これからが旬、ほっきめしをつく

ってみましょう！

○日日寺　　11月　1　日（月）　10日寺～12目寺

○場所　白石市働く婦人の家

○講師　佐々木とくえ先生

　（はらこめし「とくえ」女将）

○定員　20名（定員次第締切り）

○材料代　1，000円

○その他　エプロン、三角布持参

10月の休館日

4　・　10　・　11　・　18　・24・31

　働く婦人の家a25－5095

※両講座とも申し込み開始は、10月5日からになります。

　脳”＝

◇第21回ホーム祭

Shining　eyes’93

今、大切なのは、友を知ること／

O日時　1！月7日（日）9時30分～14時

o場所　白石市勤労青少年ホーム

o内容
〈発表の部〉

日本舞踊、民謡、英会話

〈展示の部〉

華道（池坊、小原流）、書道、洋裁、

ペン習字、手編み

〈その他〉

茶道、着付け

※詳しくは勤労青少年ホーム盈25－

3720まで

がん予防12か条

7か条塩辛いものは少なめに

　　熱いものは冷ましてから

　日本人は全般的に熱いものや塩

辛い食品を好むと言われています。

ところか、これらは胃がんや食道

がんの発生を大いに促進してしま

うのです。

　塩辛いものは、胃壁の低抗力を

低下させて胃かんが発生しやすい

状態にしてしまいますし、日常熱

い茶がゆをよく食べる地方では、

胃がんや食道がんの発生率が高い

というデータもあります。なにご

ともほどほどが肝心と言えそうで

』

－
ノ
・
一
鮒

　
（
　
　
一
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

〔
材
料
）
4
人
分

岩
魚
4
匹
（
冷
凍
も
の
で
も
良
い
）
、

た
ま
ね
ぎ
小
渥
個
、
レ
タ
ス
2
枚
、

セ
ロ
リ
％
本
、
人
参
8
0
9
、
き
ゅ
う

り
2
本
、
バ
セ
リ
ー
本
、
ミ
ニ
ト
マ

ト
8
個
、
し
そ
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
（
青

し
そ
10
枚
、
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
6
0
㏄
）
、

塩
〔
作
り
方
〕

0
岩
魚
は
塩
振
り
焼
に
し
（
冷
凍
も

　
の
の
場
合
は
解
凍
後
）
、
身
を
ほ
ぐ

　
し
酒
を
ふ
り
か
け
て
1
0
分
位
お
く
。

②
た
ま
ね
ぎ
は
線
切
り
に
し
て
、
水

　
に
さ
ら
し
て
お
く
。
レ
タ
ス
は
一

　
口
大
に
ち
ぎ
り
、
セ
ロ
リ
、
入
参

　
き
ゅ
う
り
は
線
切
り
に
す
る
。

③
①
と
②
の
材
料
を
す
べ
て
ま
ぜ
あ

　
わ
せ
、
青
し
そ
を
み
じ
ん
切
り
に

　
し
て
た
っ
ぷ
り
入
れ
た
し
そ
ド
レ

　
ッ
シ
ン
グ
を
か
け
て
器
に
盛
り
、

　
バ
セ
リ
と
ミ
ニ
ト
マ
ト
を
飾
る
。

お
か
ず
に
な
っ
て
い
毛
一

白石市食生活改善推進員
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ビ
ジ
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後
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取
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値
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搬
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座
が
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さ
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い
ま
す
。
若
手
サ
　
れ
て
き
た
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あ
っ
と
い
う
間
の
契
約
話
　
　
　
安

ラ
リ
ー
マ
ン
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タ
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ゲ
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に
「
高
収
　
　
に
驚
い
て
、
A
さ
ん
は
キ
ャ
ン
セ
ル
の
　
　
　
値
鵬
撚
8
4
漏
珈
謝
雄
盤
捌
幽
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入
」
な
ど
を
う
た
い
文
句
に
強
引
に
契
　
　
電
話
を
入
れ
た
が
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登
録
済
み
の
た
め
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約
手
続
き
を
と
る
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立
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取
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砒
4
1
5
4
6
1
7
5
5
1
9
2
6
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
き
ま
し
た
。
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解
一
＋
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一
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一
＋
一
一
一
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仙
台
市
内
の
会
貰
A
さ
ん
⑳
宅
に
セ
ン
タ
ー
で
は
、
A
さ
ん
は
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ま
だ
“
弊
顎
3
－
羅
慧
讐
劉

「
宅
地
建
物
取
引
主
任
者
」
受
講
の
ダ
　
　
ク
レ
ジ
ッ
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契
約
書
類
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者
に
送
付
　
　
　
踊
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，
、
2
　
　
1
3
1
　
、

あ
り
、
「
国
家
資
格
を
取
れ
ば
、
将
塞
．
同
業
者
は
し
亡
毒
除
に
応
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た
．
　
　
ξ
晦
篭
鍔
冠
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収
入
に
つ
な
が
る
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と
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セ
、
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．
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潔
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資格取得講座の受講

一目立つ強引な契約勧誘

　若手サラリーマンに狙し、一

　調査月日：平成5年8月1日

　　　　高値　　　　　　安値　対前年同月比

　　　　　　　88　　　　　183　　十　lo138

平均価格

　　　　　　616　　　　　830　　　25
720

　　　　　　1，200　　　　2，000　　－1541，666

　　　　　　5，200　　　　8，500　　十4836，683

　　　　　　180　　　　　250　　＋　12　200
　　　　　　500　　　　　550　　十　50　540
　　　　　　871　　　　　go〔）　　十　18　873
　　　　　　871　　　　　950　　＋　20　923
　　　　　　117　　　　　128　　　2　121
　　　　　　　68　　　　　79　73
　　　　5，4（1〔1　　　　　　4，910　　　665，118
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平成6年度
白石市第一・第二幼稚園児募集要項

o募集人員
第一幼稚園　　80名

第二幼稚園　　66名

※入園希望者が募集入員を越えた場

合は抽選となる場合があります。

○募集対象児

　・満5歳児（昭和63年4月2日か

　ら平成元年4月1日までに出生

　した者）

　・満4歳児〔平成元年4月2日か

　ら平成2年4月1日までに出生

　した者）

　・満3歳児（平成2年4月2日か

　ら平成3年4月1日までに出生

　した者）

○入園資格　白石市在住者であるこ

　　　　と。

○保育料　月5，000円

O募集期間　11月4日～11月10日

o入園手続き　入園願書を希望する

幼稚園から受け取1）、必要事項を

記入のうえ押印し、募集期間中に

提出のこと。

o入園願書受付

　・受付場所　希望する幼稚園の事

　　　　　務室
　・受付時間　9時～16時（月～金）

　　　　　9時～11時（土）
○その他

　・入園許可後入園資格に違反して

　いたことが明らかになった場合一

　は、入園取1）消しにな1）ます。

　・小学校の学区とは関係あ1）ませ

　ん。

　・幼稚園の振興をはかるため、市

　民税の課税状況により保育料を

　減免する制度があります。

　　詳しくは、市教育委員会学務

　係盈25－2111（内線）408へ。

宮城県不忘園職員を募集します

　給食センターの臨時調理員を募集

しています。資格、条件などは特に

あ1）ません。

　詳しくは、市学校給食センター盈

25－0685へ。

私立幼稚園の

　　　　　園児募集

　市内の私立幼稚園では、下記によ

り平成6年度の園児を募集いたしま

す。

○入園願書の交付　10月1日（金）

　以降、各幼稚園で配付

O入園願書の受付　11月1日（月）

　午前9時よ1）、各幼稚園で受付

　詳しくは、下記の幼稚園（宮城県

私立幼稚園連合会白石ブロッタ）へ

お問い合わせください。

　・めぐみ幼稚園　盈26－2476

　・ひかり幼稚園　費26－3390

下水道排水設備工事
　　責任技術者試験

o職種および採用予定人員

介護員　若干名

※重度身体障害者の生活介助

理学療法士　1名

o身分および待遇

地方公務員、宮城県給与条例による。

○受験資格

　・昭和42年4月2日から昭和51年

　4月1日までに生まれた者で、

　高校卒業以上の者、または卒業

　見込みの者

　・特に健康な者

o試験日時・種目

〔第一次試験）

　・試験日　平成5年10月26日（火）

　・日寺　　間　　10日寺～12日寺

　・試験種目　教養試験、作文試験

〔第二次試験）

　・試験日　平成5年11月中旬

　・日寺　　間　　10日寺～12日寺

　・試験種目　面接試験、適格性検査

○採用時期　平成6年4月1日

○受験手続き　受験申し込みは不忘

園庶務課から用紙を受け取り、必

要事項を記入して提出してくださ

いo

o申し込み受付期間・時間

10月4日（月）～10月15日（金）

平日のみ　8時30分～17時

o問い合わせ先

宮城県不忘園庶務課（大鷹沢大町

字若林131）盈25－3518

O日時　11月15日（月）1時30分～

O会場　仙台市青葉区国分町3－3－7

　　　宮城県民会館

○申し込み方法

　　　　10月6日～8日までに、

　　　市下水道課へ申し込みくだ

　　　さい。申込用紙は市下水道

　　　課にあります。　（印鑑をご

　　　持参ください。）

○受験料　3，0QO円

○受験講習（希望者に講習を行います。）

　・日　時　11月4日（木〉9時～

　・会場宮城県民会館
　・受講料　5，000円（テキスト代別）

○問い合わせ先　市下水道課盈25－

2111（内線）271へ．

刈田病院の土曜休診日は10月9日、23日です。（ただし、急患は受付します）

市営住宅入居者
　　　募集について

緑が丘県営住宅
　　　　　入居者募集

◎第一種住宅

　（収入基準198，000円以下）

空家
戸　数

◎第一種住宅

　（収入基準198，QOO円以下）

団地名

新館

寿　山

型　式

3　K

3　K

家　　賃
（敷金は3月分）

3，000円一

　7，400円

3，300円一

　3，500円

4戸

12戸

団地名

寿　山

型　式

3　K

家　　　賃
1敷金は3月分〉

14，500円一

　16，500円

空家
戸　数

20戸

◎第二種住宅

　（収入基準115，000円以下）

団地名

緑か丘

新館

桜　田

型　式

3DK

3　K

3DK

家　　賃
（敷金は3月分）

14，500円～

　18，000円

6，200円～

　12，600円

20，000円

空家
戸数

5戸

3戸

1戸

　申し込み、問い合わせは、仙台市

青葉区上杉1－1－20（財）宮城県

建築住宅センター智022－224－0014

へ
o

「下水道いろいろコンクール』

　　　　　　作品募集

市建設課で随時先着順に受付して

います。

詳しくは、市建設課住宅係費25－

2111（内線〉262へお問い合わせくだ

さレ㌔

o募集部門
　1．ポスター　2．作文　3．標語

　4．写真　5．テーマソング作詩

　6。キャラクターデザイン

○募集期限　11月19日

O問い合わせ先　市下水道課盈25－

2111（内線〉273へ。

第4回シートベルト着用推進キャンペーンクイズ

國
　　　　車に乗っている人は、思いかけない衝突事故に備えて、車内では

　　　とのような姿勢でいるのがよいでしょうか。

①　シートベルトを着け、きちんとした姿勢で着席している。

②ンートベルトを着けなくても、ハンドルや座席の背もたれにしっかりと

　しかみついていればよい。

③シートベルトを着けなくても、両足でしっか1）と踏ん張っていればよい。

國
　　　　ドライバーや助手席に乗る人は、シートベルトを着けるよう決め

　　　られていますが、次のうち正しいものはどれでしょうか。

①　高速道路を走るときだけ必ず着ける。

②高速道路も一般道路も走るときは必す着ける。

③　高速道路も一般道路も自分が危険を感じたときに着ける。

　　　　小学校に入学する前の子供が車に乗るとき最も安全なのは次のう

　　　ちどれでしょうか。

①　大入のひざの上にだっこする。

③そのまますわる。

o応募方法
官製はかきに、希望グ）賞品名、ク

ィズの答え、住所、氏名、年齢、性

別、職業、電話番号を明記のうえ、

〒106東京都港区西麻布3－24－20

（賜日本交通安全教育普及協会「シー

トベルトクイズ」F係へ。

②チャイルドシートを着けてすわる。

　○賞品
　A賞　CDラジカセ　　　40名

　B賞　カラーテレビ　　　40名

　C賞　東京ディズニーランドバス

　　　　ポート（4枚）　　　50名
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　・現代アートの野外制作と展示

　・風景を切り取るアート　他

②水のアートパフォーマンス

10月17目〔日1午後1時一3時

滑津大滝の周辺

　・AZ9圏太鼓グループ
　・AZ9ジュニアアクターズ
　（旗揚げパフォーマンスをお披露目）

※水と歴史の館にガイドマップが

あります。

AZ9アートフェスティバルガイドツアー参加者募集

ツアー時間／集合：10月17日〔日1午前10：00

　　　解散：　同　日　　午後　3；30
集合・解散／七ヶ宿町　水と歴史の館

参加料／無料（弁当をご持参ください）

対　　象／先着200名

内　　容／水と歴史の館よりバスでもみじの

　　　山をめぐり、水のアート展、水の

　　　アートパフォーマンスを観賞。

　　　「現代美術は難解だ」としりごみ
　　　する方もこ心配なく。県美術館
　　　学芸員斎正弘さんの解説を聞き
　　　楽しみながら歩くミニツアーです。

申込方法／住所、氏名、年令を明記の上、

　　　ハガキ又は電話にてお申し込み
　　　ください。〆切・10月11目〔月）

⑥申込先およびお問い合わせ先⑥

仙南地域広域行政事務組合企画調整課

AZ9アートフェスティバル募集係
〒989－12柴田郡大河原町字新青川1－1

盈0224－52－2628
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健康長寿のまちづくり

さわやかフェスティノ）レ’93

一ヘルスパイオニアタウン事業一

〇日時10月3日（日）10時～

O会場白石市中央公民館
○内容
・シンポジウム「老後をすこやかに」

・健康相談

・歯の相談と正しい歯のみがき方

・講話「一生自分の歯でかむために」

・健康食コーナー

・体力チェックコーナー

・青っ葉市

この他にも楽しい催し物が盛りだ

くさんです。

詳しくは、市保健課盈25－21！1

（内線）604へ。

労働省．宮城県からの

お知らせ

10月は

　「労働保険適用促進月間」です

労働保険（労災・雇用〉は、労働

者を一人でも雇用している事業主は・

必ず加入しなければなりません。

労働者の生活安定のため未加入の

事業所は、一日も早く加入しましょ

つo

加入手続きは、ハローワーク白石

（白石公共職業安定所）盈25－3107

または大河原労働基準監督署盈0224

－53－2154まで。

唆・　　　　　　　　　　『、
（」存じですか

建設業退職金共済制度

　この制度の特色は、建設業という

一つの業種の中で働くかぎ1）、事業

に雇用された期間全部を通算して退

職金を支払うという、いわば建設業

界ぐるみの退職金制度です。

退職金は国の制度ですから、確実

安全であり、極めて有利な利回『）で

計算されております。

詳しくは、仙台市青葉区上杉1－

4－20宮城県建設会館内費022－263

－2973へ。

仙南エコ衝．フエア

～環境にやさしい暮らしの実践～

O日時11月2日（火）10時～16時

　　　11月3日（水）10時～15時
Q会　場　白石市民会館

o内容
一テーマ・ゾーンー

・「みんなで考え、行動しよう、環境

問題」オンステージ（吉川団十郎氏〉

・体験トーク、体験発表

・パネル展示、意見発表

一ストーリー・ゾーンー

・環境にやさしい暮らしの工夫コー

ナー

　リサイクルバザー

・おらがまちの環境保全対策コーナー

・環境ビデオ上映

詳しくは、仙南保健所白石支所盈

25－2107へ。

｛山台レデイ＿ス．

八ローワーク開設

女性のための公共職業安定所「仙

台レディース・ハローワーク」がオー

プンします。仕事探しのための様々

なサービスを用意してお待ちしてお

1）ますので、どうぞお気軽にお立ち

寄りください。

O開設日　11月1日（月）

o開設場所
仙台市青葉区中央二丁目11－1

　オルタス仙台ビル4F

費022－266－8609

　FAXO22－268－4746

垂B便局からの

お知らせ

　一窓口土曜閉庁のお知らせ一

郵便局では9月4日の土曜日から

郵便窓口業務は毎週土曜日が閉庁と

なりました。

利用者の皆様のご協力とご理解を

いただきますようお願いいたします。

一局舎施設等を地域活動に

　　　　　こ利用ください一

局舎施設の窓ロロビー、コミュニ

ティルーム及び会議室等を市民の皆

さんの地域活動に開放しますので、

ぜひ、ご利用ください。

※詳しくは、白石郵便局留25－2743

へお問い合わせください。

白石駅前自転車駐車場に

防犯力メラを設置

駐車場を管理している白石市観光

協会では、多発している自転車の盗

難の対策に、このたび防犯カメラを

設置しました。

利用者の皆様も自転車には必ず施

錠するなど、自己防衛を行い盗難防

止に努めてください。記名ステッカ

ーを貼付しておきますと盗難にあっ

ても発見率が高いようです。

一7辱・

｛」注意ください

きのこによる食中毒／

　きのこのシーズンになりましたか、

今年8月に県内ですでにきのこによ

る食中毒が発生しています。

　きのこを採った1）、食べたりする

ときは、次の3つの原則を守1）、く

れぐれも事故のないように注意しま

しょう。

1．知らないきのこは採らない。

2，知らないきのこは食べない。

3．知らないきのこは入にあげない。

あいまし、返事被害相次ぐ／

一消費生活相談室一

訪問販売法によるクーリング・オ

フ（無条件解約）の規制を受けない

電話勧誘を悪用した資格商法が激増

しています。自宅ばか1）か職場に電

話がかかってくるケースが多く、「け

っこうです」、「いいです」等のあい

まいな返事で契約に同意したとされ

るケースが目立っています。資格名

は「行政書士」、「労務管理士」、「旅

行業取弓1主任」、「住宅建物取引主任」

など。

県消費生活センターによると、資

格取得商法に関する相談は平成4年

度4月～12月まで129件、平成3年度

の1年間を上回っています。電話だ

からといっていいかげんな返事をし

ないで、はっきりと断りましょう。

10月20日（水）午前11時30分から

NHKの地域情報番組「まるまるみ
やぎ」で、白石市が紹介されます。

う一めんはもちろん、復元中の白

石城や太鼓の演奏など盛りだくさん

の生中継です。ぜひ、こ覧ください。

　　　　　　　　白石市図書館盈26－3004

★今月の書棚（子ども読書室）

〈全7巻〉学習研究社

小学校中学年から中学校1年生ま

でを対象に、絵と版画の基礎知識か

ら表現・鑑賞の全てが学習できるよ

うに編集し、児童ひと1）でも楽しみ

ながら絵の描き方がわか1）、全科の

先生が実技指導をするときにも役立

つ実践的な絵画集です。

◎特別休館日のお知らせ

一新着図書案内（抄）一
　　　　　　　　　　　　　19．1．悟りと発見・釈迦の説法から直観の構造を

科学する　　　　　　　　　　中山　正和著
2．男の真剣勝負　　　　　　　津本　　陽著
3．皇室・素朴な大疑問・知ってるようで知ら
ない……　　　　　　　　　監修　松崎敏弥

4．藤原四代のすへて　　　　　七宮　津三編
5．職業別資格・免許最新ガイド・これから有
利な就職・昇進・独立開業の決め手になる〃

　　　　ジャパンラィセンス調査会編
6．あさま山荘1972上・下　坂口　弘著
7．香港返還・揺れる若きエリートたち

　　　　　　　　小木　哲朗著
8．50代からの食べ方100の常識・非常識

　　　　　　　　越智　宏倫著
9．久里浜「アルコール病棟」よ1）・臨床30年
の知恵　　　　　　　　　　　河野　裕明著

m．百万入の天気教室　　　　　白木　正規著
11．この病気にこの粥膳・お米は元気回復の基

本食　　　　　　　　　　上村　泰子著
12．美しいテーブルマナー・わかりやすい和食

洋食・中華の正しい食事お手本BO　O　K

　　　　　　　監修　清水彰子
13．実戦アユ釣り教本・絡師か見た最新アユの
世界　　　　　　　　　　白石勝彦著

14．Jリーグ熱狂読本！ポシション別ランキン
グによるベスト・プレーヤーの物語を一挙紹
介　　　　　　　　　　　PHP研；究所編

15．私の好きな美術館・N　HK日曜美術館から
29人のゆたかな個性力ご語る

　　　　　　日本放送出版協会編
16．ジャス・ウォーカル哀愁旅行北村　公一著
17．感情表現辞典　　　　　　　中村　　明編
18．ニホン語の国際化・日本語学校の実情

　　　　　　　　今野　康裕　　　　　　　　　　　著　　　　　　　　堀　建司郎

　朝霧の賊・禁裏御付武士事件簿
　　　　　　　　沢田ふし子著

　　　　　　　　中薗　英助著

　　　　　　ベティ・ホワイト著
　　　　　　　　竹内　和世訳

　　　　テ「イヴィ　・ト・レーウィ　’ト著

　　　　　　　　幸田　敦子訳

　子どもの本
　　　　　　　竹下　文子・作
　　　　　　　鈴木まもる・絵

　　　　　　　いせひでこ・さく

　　　　　　』、くもとゆみこ・やく

　　　　　　　　名木田恵子・作
　　　　　　　浜田　洋子・絵

り、幸せ　　　　　　　　　　安井かすみ著

20．山手線膝栗毛　　　　　　　小田嶋　隆著
21．水色のノート　　　　　　藤堂志津子著
22．夢球場　　　　　　　　　　森本　毅郎著
23．結婚，しましょ！　　　　　　中村　敦夫著
24．破局・小説・金融崩壊　　　水木　　楊著
25，幸福に生きる知恵　　　　　宇野　千代著
26．密葬者たち・中薗英助スパイ小説連作集

27，盲導犬ダイナ　　　　　トムサリウァン

28．虚構の家族　　　　　　　　森村　誠一著
29．愛・経験してますか7自分らしく・しフか

30．行ったことのないところ

31，いちごばたけのパトロールたい

32．バスにのって　　　　　荒井　良二作・絵
33．みんなでりょこうにいきました

34．おやすみブリンキーアニーウエスト・さく

35，父の母へ・あ1）かとうを100万回

白石市図書館では、10月！日働か

ら10月10日（日）までばく書期間1本の

虫干し）のためにお休みします。

〈” 図書館利用案内
o開館時間
火～土曜日　9時～17時

日曜日10時～16時

”レ

○休館日

10月11日（月）、18日（月〉、25日（月）

31日（日）月末整理日
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ち
ト

に
ン

日
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○時間午後1時～3時まで
①50メートルプール自動審判計時シ

ステム無料サービスを行います。

　あなたの実力を計ってみましょう。

　（プール利用の方に限ります）

②簡単体力測定を行います。

　（全館利用の方に限1）ます）

※トレーニングルームを使いますの

て㍉運動着と運動靴をご持参ください。

あのフジヤマのトビウオ

古橋廣之進氏が

　　白石市で講演／

　　体育研究講演会

○日時11月7印日）
午後1時開場、午後1時30分開演

o会場白石市民会館大ホール
○講　師　古橋　廣之進氏

○演題
　「私のスボーツ人生」

○参加費　無料。ただし入場整理券

が必要です。市役所へ（市民課窓口、

1＝・…冒13・27

　　　　塑

地域振興課）、各公民館、鋤く婦人

の家、勤労青少年ホーム、商工会

議所、スポーツメイトZA　Oでお

求めください。

※講師プロフィール

昭和3年9月生まれ。昭和24年、

全米選手権で5つの世界新記録を樹

立。現在、日本オリンピソク委員会

会長、日本水泳連盟会長、アジア水

泳連盟会長ほか要職を歴任。

第2回スパッシュランドしろいし水泳大会　新記録続出に沸く

去る9月11日に行われた大会では、

仙南地域を中心に、福島市など県外

からも参加。　109名の選手が大きな

ブールを所狭しと大活躍，25の大会

新記録が生まれました。

来年も第3回大会を行いますので

今回参加できなかった方もぜひご参

加くださいウ
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　歯科
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　内科
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2至25－2210

岱25－2145

費33－4125

智25－2502

智25－2145

費26－3254

盈25－6854

a25－1181
盈26－2563

畳25－2145

盈25－2145

盈24－5554

費25－0238

費25－1616

智26－2118

費25－1501

智26－2010

智24－2020

※都合により変更になる場合がありま

す。

※休日当番薬局は健康カレンダーで。

市内の交通事故1／16濯榮1＋

　事故発生件数41件（457件）

　死亡者数　0人（　2人）

　負傷者数11人（112人）

　物損件数30件（354件）

市内のシートベルト着用率
　9目20Eヨ　13：30～13二47　89％

　　　　　　（白石警察署前調査）

■人口42，361（前月比）＋44

　胆749奪2L612
■世帯数
　　　　　　※住民基本台帳から
書12，311　8月31日現在

川干のお知らせ

建設課より

　　　　しゅんせつ
　用水路の凌漢と補修のための川干

を行います。各ご家庭の周囲の側溝

等や占用箇所の土砂上げをお願いす

ると共に、火の元に充分ご注意くだ

さい。

o期間
10月16日（土）午前6時から

10月18日（月）午後5時まで

o区域
　白石土地改良区管轄用水路全域

特別障害者手当．障害児

福祉手当について

　この手当は、政令で定める程度の

著しく重度の障害の状態にあるため、

日常生活において常時特別の介護を

必要とする方に支給するものです。

o手続きについて

　この手当を受けるためには、特

　別障害者手当、障害児福祉手当認

　定請求書に必要な書類（診断書、

　所得証明書等）を添えて、市福祉

事務所に提出してください。

　請求に必要な書類は、市福祉事

　務所に備えてあります。

○手当の額（平成5年4月現在〉

　特別障害者手当　月額24，630円

　障害児福祉手当　月額13，390円

　詳しくは、市福祉事務所社会福祉

係暦25－2111（内線〉156へお問い合

わせください。

オストメイト（人工肛門虹

膀胱）造設者に対する相談会

　オストメイト（人工肛門・人工膀

胱）を造設した方や、その家族の相

談会です。お気軽にお出かけください、

○日時10月9日（土）13時～16時

o場所大河原中央公民館
○内容
・医師等による医療、器具、装具類

の相談

・身障者手帳交付手続き等福祉全般

・経験交流や体験発表など

・話し合いの場

・製品の展示

o問い合わせ先

（社）日本オストミー協会宮城県支

部岱022－227－4581

スポ＿ッの祭典

第65回白石市民体育大会

　終戦時の昭和20年に一度休んたこ

とがあるだけという古い歴史をもつ

スホーツの祭典です，

O日　時　10月10日（体育の日）9時～

　※雨天のときは11日（17日）

o会場白石川緑地陸上競技場
O主催白石市体育協会

　　　　白石市中央公民館
（お願い）　駐車場は、市役所・農協・

第一小学校をご利用ください。市

道緑地公園線（白石川堤防）は、

全面駐車禁止です。

第2回市民グラウンドゴルフ大会
〈第1回白石市生涯学習フェスティバル参加事業〉

だれでも気軽にできるニュースポーツで体力づく1）を！

O日　時　10月31日（日〉午前9時

o場　所　益岡公園野球場ほか

○種目
　〈個人〉

　・ジュニアの部（小学生）

　・オープンの部

　シニアの部（60歳以上）

　〈団体〉

　1チーム6入編成

○定　員　12Q名

○申し込み方法　10月15日まで市教

育委員会生涯学習課a25－2111

　（内線）412へ申し込みください。

○主催白石市教育委員会

　　　　自石市国民健康保険

※グラウンドゴルフの用具は、市教

育委員会に準備してお1）ます。お

気軽にお使いください。

白石市在宅ねたきり老人等

介護手当について

　白石市では10月1日よ1）「ねたき

り老人」、「重度痴呆性老人」を常時

介護している方に介護手当を支給し

ます。

o支給要件
　65歳以上の「ねたきり老人」、「重

度痴呆性老人」と同居しており、在

宅で6か月以上常時介護している方

o申請方法
・印鑑、申請人名儀の通帳を持参の

　うえ、福祉事務所の申請用紙に所

定事項を記入して申請してください，

・支給対象の月は、申請のあった日

　の属する月からとな1）ますので、

　お早めに申請してくたさい

○支給額　月額10，000円

O受給資格の決定

　申請書の内容等を審査したうえ、

決定通知いたします。

※詳しくは、市福祉事務所長寿福祉

係費25－2111（内線〉154へ。

△7月は児童手当の
支給日です

今月は、平成5年6月分から平成

5年9月分までの4か月分の児童手

当が振1）込みにな1）ます。

　今月の5日以降に、該当する金融

機関で受け取ってください。

※振1）込まれていない場合は、市民

課市民係費25－2111（内線）134へご

連絡ください。

チャリティ＿ダンス

パーティーのお誘い

高齢者の方も若年層の方も、ふる

ってご参加ください。

O日時10月23日（土）

　　　　18時30分～20時45分

o場所　白石市中央公民館大ホール

○主催ダンスパル白石
O問い合わせ先　暦26－3640　跡部

　初心者対象のレッスンコーナーも

あ1）ますので、お気軽にどうぞ。

悩みや苦情はまず相談を／

行政相談

勝トゆ一10月17日から23日は

　　　　　　秋の行政相談週間です噸→・→1

　毎日の暮らしのなかで、国をはじ

め県や市、公団などが行っている仕

事について苦情や意見、要望はあり

ませんか。　「行政相談」とは、皆さ

んと行政機関との間に立ち、第三者

的立場からその解決を図1）、皆さん

の声を行政に反映させるものです。

　相談は無料で、口頭、電話、手紙

いずれの方法でもかまいません。秘

密は守られますのでお気軽にご利用

ください、

北海道南西沖地震への

義援金ありがとうこざいました

　（日赤白石市地区寄託分）

斎川小学校児童会　　　11，784円

大久　きみ氏　　　　　5，000円

四竈　　達氏　　　　　2，000円

市役所義援金箱　　　　3Q，292円

私道等の整備（舗装等）・

の助成制度について

　私道の整備（舗装等）に必要な経

費の一部を助成します。

　対象となる私道については一定の

基準があります。詳しくは、市建設

課道路管理係盈25－2111（内線）264、

265へお問い合わせください。

　　　　　齢

　　響
　　　　　り　　　　　　　　　．｛
　　　1一　　　　　　、　～
　　潔　巳　　　　　　　　’』　帖
「1　五　 ’補助金　 。　　聖k

o白石市の行政相談委員

佐藤　きみ子さん

（上久保3－6盈25－3093）

猪股　三郎さん

（郡山字荒屋敷12－8費25－3974）

※秋の行政相談週間の一環として、

下記により「特設移動相談所」

　（人権、行政、生活）を開設しま

す。

・日　時　10月20日（水）

　　　　13時～15時30分

・場所越河公民館

榊紙上から

　　お礼申し上げます

　生活基盤の整備や白石城復元資金

として、次の方々からご寄付をいた

だきました。紙上からお礼申し上げ

ます。

　白石第二小学校平成4年度卒業生

保護者　代表小野祐子氏、大庭儀兵

衛氏、若柳吉駒氏、大浦一雄氏、白

石市第二幼稚園保護者会　会長高木

佳子氏、白石市第二城南土地区画整

理組合　理事長成沢久一郎氏、志村

政雄氏、中目正治郎氏、渡部賢治氏、

高橋正志氏、小室カネヨ氏、東北電

力㈱白石営業所　所長高山稔氏、上

西壽明氏、白石市南町ボランティア

みなみの会　代表米谷壮氏、佐藤春

治氏、南城養祐氏、小関長司郎氏、

松下金一氏、佐藤茂雄氏、片平まさ

い氏、朝倉松雄氏、菱沼宏一郎氏、

白石フード㈱　代表取締役社長畠山

栄伍氏、黒澤晧氏、佐々布礼子氏、

白石市職員互助会　会長高橋新太郎

氏、大野直博氏、渋谷盛夫氏、㈱青

木製作所　代表取締役青木稔昭氏、

二瓶脩一氏
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手ピッ，美術館

　「夏休みの思い出」　　　　（大平小2年）

　　誤．ノ廼　白石憾復充　　　・

1．賎煩

9月7日からいよいよ三階櫓　レ“…f’』窯　覧噺’　）　重

ヘルメットをかぶって三階櫓

力健つ石垣上面にあがった．ふ・　　距警§
いにプーンと檜の香りが漂う。　　　　　　　．．、豪』，、ノ、／．

大工職入は30cm角、長さ5mの

米檜の一面を、盛んにノミで削っているところだ。

土台の据え付けは素人には単調に見える。何しろ、土台の木を

石垣の最上面にピッタリと合うまで、隙問をノミで削る、また合

わせるが何回となく繰り返されるのである。

朝から取1）かかって一本据えつければ御の字だ。ここで時間を

惜しんでは、櫓は建たない。ここが狂うものなら、上にあがれば

あがるほど、狂いが大きくな1）、ついには建物自体が傾いてしま

う。単調だが城つくりの要であると言われるゆえんだ。

ついでに三階櫓をとり囲む足場を上がって、最上階に案内して

もらう。ちょうど鰭瓦が乗る高さである。思わず足がすくむ・西

を見ると南蔵王の不忘山がくっきりと見えた。釆年11月、完成し

た三階櫓の最上階から見る蔵王は、また格別なことだろう。
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杉原悠太・広高くん（大鷹測 7

勇広さん、悦子さんの長男・次男

ママからひとこと

“素直で明るい子になってネ！“

パパからひとこと

“元気な子に育って！”

登旧0
市　 長

人権擁護

行　　政

生　　活

税　 務

険保会社

消費生活

補聴器巡回

サービス

無料法律

障害者

青少年

農　 家

15

15

15

15

5・25

15

15

毎週月・水・金

リオン

7・22
ニホン

22

15

12

毎週

月吹・木・金

8

－5
＝

10：00～12：00

10：00～15：00

10：00～15：00

10：00～15：00

10：00～12：00

10：00～15：00

9：30～15：00

10：00～15：00

13：00～14：00

10：30～11：30

10二〇〇～15：00

市民室　㊧1

第2会議室　⑳2

第2会議室　㊧2

第2会議室　⑳2

福祉事務所内相談室

　　　　⑲1

第2会議室　⑲2

第3会議室　⑲3
健康センター1階
生活環境課

福祉事務所　⑳1

第4会議室　㊧4

電話相談、手話での相談もできます，霊25－2111内線351

10：00～15：00　　　　第3会議室　⑳3

9：00～17：00

9：00～12：00

青少年相談センター

　　　　④4

市民室　⑳1


